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第１回 総務文教委員会記録 

 

１ 日  時  令和７年３月５日(水)  午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席議員  ８名 

委 員 長  天 野 京 子   委 員  岩 澤   愛 

副 委 員 長  葭 原 利 昌   〃  小 嶋 正 彰 

委 員     

員 

 島 田 竜 史   〃  宮 澤 一 照 

〃  今 田 亜 樹   〃  霜 鳥 榮 之 

４ 欠席議員  ０名   

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席  ０名 

７ 説 明 員 １２名 

市 長  城 戸 陽 二   財 務 課 長  西 條   保 

総 務 課 長  大 野 敏 宏   財 務 課 長 補 佐  眞 田 賢 司 

総 務 課 長 補 佐  長谷川 賢 治   妙高高原支所長  植 木   淳 

総務課危機管理室長  阿 部 厚 志   妙高高原支所次長  岡 田 亜貴子 

企 画 政 策 課 長  岡 田   豊   妙高支所長  東 條 義 博 

企画政策課長補佐  宮 川 尚 史   妙高支所次長  樗 沢 良 也 

８ 事務局員  ４名 

局 長  横 田 晃 悦   主 査  櫟   かおり 

庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴   主 査  貫 和 志 行 

９ 件  名 

議案第 ２ 号  令和７年度新潟県妙高市一般会計予算 

議案第 ６ 号  令和７年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算 

議案第 11 号  令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号） 

議案第 12 号  動産の取得について（新図書館等複合施設備品） 

議案第 13 号  妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び特別職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例議定について 

議案第 14 号  妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定につい

て 

議案第 15 号  妙高市職員定数条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 16 号  妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例議定について 

議案第 17 号  妙高市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例議定について 
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議案第 18 号  妙高市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例議定

について 

議案第 19 号  妙高市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例議定について 

議案第 20 号  妙高市複合施設条例議定について 

議案第 21 号  妙高市図書館条例の一部を改正する条例議定について 

陳情第 ３ 号  「夫婦・親子同氏制度を維持し、旧姓の通称使用の拡大を求める意見書」提出を求める陳情 

                                                     

〇委員長（天野京子） ただいまから総務文教委員会を開会いたします。 

   まず、当委員会の審査の進め方ですが、本日は最初に妙高高原支所と妙高支所、続いて総務課、次に企画政策課、

本日の最後に財務課の順で行います。翌日は、地域共生課、市民税務課、こども教育課、生涯学習課の順で審査を

行います。 

   審査の順は、最初に令和７年度各会計予算、次に令和６年度補正予算、次に事件議決、最後に条例の順に行いま

す。なお、予算については、課長から歳出、関連歳入等の説明を受けた後、歳出、歳入等の順で審査を進めます。 

   議案第２号の事業については、質疑予定委員のない事業は飛ばしますが、最後に発言していただくようお声がけ

をしたいと思います。 

                                                     

  議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） これより議事に入ります。 

   当委員会に付託されました案件は、議案第２号の所管事項及び議案第６号の新年度予算２件、議案第11号の所管

事項の補正予算１件、議案第12号の事件議決１件、議案第13号から議案第21号までの条例関係９件の合計13件であ

ります。 

   それでは最初に、妙高高原支所、妙高支所の審査に入ります。 

   まず、議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算の当委員会所管事項を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） ただいま議題となりました議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち

妙高高原支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。予算書28、29ページをお開きください。上段15款１項１目４節妙高高原メッセ

使用料は、84万円を計上しました。令和４年度から使用申請件数がコロナ前に戻りつつある中、今年度の申請状況

を踏まえ、前年度比で８万4000円の増を見込んでおります。 

   続きまして、歳出について申し上げます。112、113ページをお開きください。112ページ中段から115ページ中段

までの２款１項７目妙高高原支所管理事業は、庁舎を含む妙高高原メッセの維持管理や設備の点検委託などに係る

もののほか、外国人からの電話通訳委託や窓口対応用翻訳機の支出を計上しました。 

   次に、少し飛びまして186、187ページをお開きください。187ページの下段から189ページ上段にかけての４款１

項１目妙高高原保健センター管理事業は、保健センターの維持管理や設備の点検委託などに係るものです。 

   以上、妙高高原支所所管の主なものについて御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますよう

お願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち、妙高高原支所の所管事項に対する質疑を行い
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ます。 

   それでは、１番ですね。２款１項妙高高原支所管理事業について。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） おはようございます。よろしくお願いします。早速ですが、今説明ありましたけども、予算

書115ページ音声翻訳機、値段でいうと僅かなんですけどもね、これ１台だけで済んでいるのか、実態との絡みでど

うなのか、その辺のとこをお聞かせいただけますか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   現在、音声翻訳機につきましては、今支所のほうで２台所有しております。今般ですね、外国人の方の来庁が非

常に多いということで、今職員、窓口担当は４人の職員が当たっておりますが、もう一台追加という形で予算計上

させていただいたというところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それぞれに性能云々とかというのはね、年々どんどん変わってきているという形もあると思

うんですけども、今４人対応でもってやっている。それでもって、今翻訳機これだけでやっているのかな。上越の

何とかなんとかというとこも併用してやっているのかなと、その辺分かんないんですけども、この対応の中でもっ

て、これからもまだインバウンド、外国人が増える可能性もあるだろうし、地域との絡みの中でもって課題もいろ

いろあったりするだろうし、そういったときにこの程度のという言い方はちょっと失礼なんですけどね、対応でも

って大丈夫なのかどうなのか。現場の実態、私たちも分かりませんのでね、その辺のところどうなんだろうと。や

っぱりどこかに無理が来て負担が多過ぎても困るしな。一番困るのは、意思がそれぞれに通じる通じないの課題が

一番大変なんじゃないかなというふうに思ったりするんですけども、その辺のとこはいかがですか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今２台の機械を使って行っておりますが、窓口に来られる方につきましては、外国人の方、ある程度まとまった

数で来られる方がありますんで、そういう方にはですね、一人一人じゃなくてグループ単位で当たっている、対応

するような形取っていますので、今現在は、今年度中は今２台で運用しておりますが、今外国人の方、住民登録さ

れている方を見ますとですね、今年の、昨年ですかね。昨年の10月末と今１月末比較しますと、人数で200人ぐらい

登録者が増えている状況になっております。ちょっと詳しい数字申し上げますと、令和６年の10月末では163人、妙

高高原管内ということなんですが、登録者ありましたが、この令和７年の１月末になりますと363人ということで、

この間で200人増えたという形になっております。そんなようなところを対応することをですね、次年度以降もです

ね、またこんな勢いで少し伸びていくのかなというところの予測がありまして、機械を増やしていこうという形で

予算計上させていただいたというところです。今のところはですね、見込みとして３台運用でやっていけるんじゃ

ないかなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それではね、窓口はそれでいいと。だけども、やっぱりね、町内というか、地域の中でもそ

の辺の絡みのっていろいろあるんじゃないのかなというふうに思うんですね。日常生活の絡みでもあったりしたと

きに、やっぱり応援体制も取らなきゃいけないんだろうなというふうに、現場の実態よく分かりませんけどもね、

そういうんじゃないかなというふうに思うんですね。そしたらやっぱり、大した金額でもないというと失礼ですけ

ども、地域に貸出しとか、持ってそこへ出向いていくとか、そういうものも必要じゃないのかなというふうに思っ

たりするんですけども、その辺の考え方はいかがですか。 
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〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今年度、冬場とかですねにつきまして、私ども支所のほうから直接外国人の方の対応で困ったということで職員

が現地のほうに出向いてというところまではございませんでした。先般ですね、区長連絡協議会がございまして、

やはり各地域で外国人の方の対応がですね、いろいろ課題になっているということで、少しその中で情報交換とい

いますか、意見交換をさせていただいた場面がありました。やはり赤倉地区、この皆さんのほうがやっぱり一番今

多くの外国人の方が来られているということもお話をいただいたりですね、住んでいる方とどのようなコミュニケ

ーションを取っているかというようなお話もしていただきまして、ほかの区長さん方の参考になったんじゃないか

なと思っておりますし、私どもも仮に外に出る場合であればですね、ちょっと自前になりますけど、スマートフォ

ンのアプリ等を使ってですね、会話のほうをさせていただいておりまして、地元の皆さんもそんな形でコミュニケ

ーションを取っているということで話を聞いております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 市長どうです。今の実態を聞いている中で、職員の負担というのはね、どこまでどうなのか

って分かりませんけども、ある程度余裕を持った対応を必要とするんじゃないのかなと。結局外国人が増えてくる、

地域のトラブル云々というのは非常に困る、そういったときの対応のということでもって、もう一歩踏み込みする

というこの辺の考え方も必要じゃないかなというふうに思うんですけども、市長、いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   外国人協力員でしたっけね、の方が今まで市役所の市民税務課のほうに配置という形になりましたけれども、主

には妙高高原地域に多いという形の中で、妙高高原支所のほうにも配置をさせていただくという形の中で対応させ

ていただきたいと。これは単に機械に頼らず、通訳という言い方がいいのか、失礼ですけれども、特に専門的な用

語になってくると、やはりネーティブな英語のほうがなかなか通じるというところもありますので、そこはきめ細

かに対応していかなければいけないなというふうに思っております。今お答えになったようにですね、職員の私物

を使うということのないような形はできる限り取らせていただきたいなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） インバウンドというかね、これからいろんな形でもって外国人の交流が増えてくるというふ

うに思うんですね。だから、その辺は柔軟な対応といいますかね、ができるような体制もということだと思ってい

ます。私は、常々本格的な通訳１人、会計年度でもって雇ってもいいんじゃないかというふうに思っていたくらい

なんですけどね。ただ、そういう人が結局兼任対応でもってそこに勤められるというパターンがあったりすれば、

それも一つの方法じゃないかなというふうには思っていたんですけども、これも現場の必要に応じてということな

んでね、私たちが空論でもってそれをとやかく言っていたって、それはちょっとということなんですけども、その

辺のところは余裕を持って、その形の中で余裕を持った対応ということが必要なんだろうというふうに思いますけ

ど、市長、もう一度どうですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   インバウンドの方の需要はますます、まだ来ていただきたいとも思っておりますし、そういう施策を中心にやっ

ておりますので、これからも増えることは予想されるというふうに思っております。これからは通年を通して海外

の方が妙高にお住まいになる方も増えるかというふうに思っておりますので、今言われたようにですね、最後は住



 

 - 5 - 

民生活に支障がないような形を取らなければいけないというふうに思っておりますので、その辺のところをまた内

部でよく検討させていただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。私も１点は、今霜鳥委員が話してくださったことを懸念していたの

で、その辺は分かりました。ただ１点、外国人対応をすることで、その通訳がどうのということプラス、その後の

処理ですね。住民登録した後の処理も、相当事務処理大変なんだろうなというふうに、昨年ちょっと現場をどんな

感じかというのを見させていただいた上で、外国語がどうのよりも、その後のいろんな事務処理がすごい大変だな

というふうに感じたんですね。そういった上で体制を整えるということについてはどのように考えているかを１点

聞かせてください。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今委員からお話あったとおりで、住民登録もですね、日本の方の登録に比べて外国の方の登録は非常に英語表記

といいますかね、だったりするのもありまして、やっぱり時間がかかったりするところは正直実態のところです。

外国人の方の対応をしていてですね、ちょうど日本の方も窓口に来られたりすると少しお待ちをいただくような時

間もできてしまいますんで、いかに外国人の方をスムーズに対応するか。委員さんも来られたときあれなんですけ

ど、大勢来られたときはちょっと別室で専属に対応しますよみたいな形を取ったりですね、受付の方法も少し工夫

をして、さらに改善をしていかなきゃいけないなと思っておりますし、今回試行的な形ではありましたが、ちょっ

と職員研修という形の中で、外国人対応窓口をどうやってやっているかというようなスキルをですね、学んでいた

だこうということで、今回妙高支所さんのほうから２日間、１名ずつなんですが、うちの支所の窓口のほうに来て

いただきまして、外国人の対応のほうを一緒に勉強していただいたというかですね、手伝っていただいたような形

も取っておりますんで、そのような形の中である程度柔軟なですね、運用もしていければいいのかなというふうに

思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひ柔軟な対応をして、職員の方にも負担かからないようにしていただけるといいなという

ふうに思います。 

   すみません、もう一点なんですけれども、今度は外国人からちょっと離れて、妙高高原支所ってメッセの中にあ

るじゃないですか。そこに例えば地域の妙高高原にいる若者とか、そういった方々が集まったりするようなことっ

てあるんですかね。さっき、これ歳入のほうになっちゃうんですけど、使用料、行くと大体ちょっと御高齢の方が

体操していたりとか、そういうような活用方法はされていると思うんですけれども、窓口にそういう若い方が来る

こともあんまりないと思うんですが、見かける範囲で何かそういう高校生とかそれ前後の人たちが来るようなこと

があるのかどうか。なぜならば令和７年度の、ちょっと課が飛んじゃうんですけど、サードプレイスって企画のほ

うでも活用され、今後若者の場づくりみたいなことを全市的にやるという中で、高原のメッセという場所が重要に

はなるのかなというふうに思っているので、その辺りがどのような状況か教えてください。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   まず、メッセ、保健センターを兼ねての施設ということになりますが、利用につきましてはやはりある程度ちょ

っと御高齢の方のですね、団体の方が使われるというような形の利用が主でございまして、高校生等のですね、若

い方の使用というのはちょっと今のところはあまり見かけない状況でございます。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） おはようございます。ちょっと妙高高原支所というか、今の外国人対応なんだけれども、ア

プリだとかね、いろんな機材をやっているけれども、やっぱりそれは一辺倒なやっぱり答えしか出てこないと思う

んですよ。やっぱりその会話、先ほど霜鳥委員も言ったんだけれども、やはり通訳と機械とは全く違う部分がやっ

ぱりあって、私も経験していて、すごく自分の言いたいことが、相手もそうだし、両方とも言いたいことがどうも

機械だと駄目なんですよね。うまくいかない部分って、まだ機械もついていっていない部分があるんですよ。だか

ら、それだけに頼らずに、やっぱり通訳の方がしっかりとやっていただかないと、外国の住んでいる人たちもやは

り分かんない部分があって、それがいろんなトラブルに生じてくると思うんですよね。例えば赤倉で地元の人に年

末に説明会があったときも、日本語でしゃべったって外国の人たち分からないわけなんです、これ。全然。ゆっく

りしゃべってくださいとか、そういうのだと決してうまくいかないと思うし、ごみの問題だとかいろんな問題につ

ながってくると思う。トラブルに。一般質問でも出ているんだけれども、それのやっぱり打開策として、機械もい

いんだけれども、人を介してやって、そうやってきちっとした通訳を通してやっていったほうが、それもあんまり

そこに接触できる第三者的な通訳の人を入れないと、またそこも問題が出てくることだと思うんですよ。その辺を

含めた対応のほうが私はよりいいと思うんだけれども、その辺のお考えはいかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今ほどもちょっとお話をいただきましたが、外国人の方とのコミュニケーションを取る手段として、先ほどから

申し上げている翻訳機がありますが、先ほど市長が申し上げましたとおり、外国人支援協力員制度という制度がご

ざいまして、市内に在住されている外国人の方であるとか、日本人でも外国語が堪能であるという方を御登録いた

だいておりますので、トラブル等、いろいろ御質問等あればですね、そういう方を通じての対応も一つの方法かと

思っておりますし、あと電話のですね、３者間通話ということで、電話が来たときについてはですね、専門の電話

番号になりますが、そこに電話をかけていただければ、今度通訳のオペレーターの方とですね、私ども、それから

通訳、それから外国人の方、３者での相談という形の体制も昨年の４月からですか、体制は整えておりますので、

現状はそのような形で対応をしていっているというのが現状でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 現状は分かるんだけれども、ですからそれをいかにいい方向に持っていくかということが大

事だと思います。決して今外国人とのコミュニケーションが取れているかといったら、私は取れていないと思いま

す。その辺はいかがお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今委員さんおっしゃるとおりで、この前の区長連絡協議会の中でもですね、各区長さん方から地域にお住まいの

方の外国人の方とのコミュニケーションがうまく取れないというようなお話もいただいております。今ほど申し上

げました、今ある手段といたしましては外国人の支援協力員制度とかですね、電話３者間通話等もありますので、

この辺の若干周知不足もあるのかなと思いますので、この辺はまた十分周知はしていきたいと思いますし、また地

域の皆さん方、区長さん方等のですね、また声も聞きながら、どんなような対応がいいのか、また考えていきたい

というふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今どんなような対応がいいのかということを、それはやっぱり聞いたって、地元の人はお金
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をやっぱり払う、お金が発生する話なんで、それは思ったこと言えないと思うんですよ。やはりそれは行政として

引っ張っていかなかったらどうしようもないと思うんですね。その辺のやっぱり考え方をですね、いま一度考え直

して改めたほうがいいと思います、私。今の機械だけにね頼るというのはね、決してよくない。やっぱり本当に今

一番重要なときだと思うから、しっかりとした通訳を入れて、それで１個１個地域に、本当に今妙高地域もそうだ

し、妙高高原もいろんなとこに外国の方住んでおられますよね。ですから、そこの地区に行ってでもやっぱり行政

との話合いをしなかったら、これすごいトラブルが多くなってくると思うんですよ。法に触れることだって非常に

多いと思うんですよ。だから、その辺含めた対応を今からやっておかないと、いつ何どき何かあってからじゃ困り

ますから、その辺を前向きに私は考える必要があると思います。市長、どのようにお考えでしょう。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   地域のトラブルとかの行政の中で、言ったように困った際といいますかね、外国人支援協力員の方を今増やさせ

ていただいております。通訳の常時雇用となると、やはりどの程度あるか、今冬場を中心に多くなっておりますの

で、通年的には難しいところもありますので、今は民間の方のお力を借りながら、協力員という形でお願いをさせ

ていただいておりますし、まだこの制度がまだまだ根づいてはいないというふうにも思っておりますので、私ども

からすると支所長申し上げたようにですね、地域にもっと外国支援員の方を活用していただけるようなＰＲをさせ

ていただきながら、機械に頼るのではなくて、本当にコミュニケーションが取れるような仕組みをしっかりとつく

らせていただきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 市長ね、機械に頼るんじゃなくて、じゃ市長、英会話できます、そこで。難しいですよね。

それは難しいんだよ。本当にね、私もね、アプリをね、通してね、一生懸命会話するんだけど、本当にね、言いた

いことが言えないんですよ。お金の問題とか、税の問題だとか、やっぱり通訳も要は生活レベルの英語は大丈夫な

んだけれども、ある程度のやっぱり税だとかいろんな法律的な問題になってくると、ある程度レベルの高い通訳を

本当に必要になってきている、もうときが今この妙高市も来ているんですよ。訪れている。その辺を含めたって、

例えばタックスで固定資産税がねどれぐらいだとか、また入湯税がどうなのかとか、しっかりとやっぱり言わなき

ゃいけないことが、言わないと払ってくれない部分も出てくると思うし、すごく大問題に発展する可能性が出てく

るんで、そこはしっかりとそのレベルも、ビジネス英語ができる人じゃなかったらもう本当難しいと思うんです。

だから、機関で登録するのは協力員もいいんだけれども、重要なことをビジネスとしてできるような方々も呼ぶこ

とが必要になってくると思う、登録においては。その辺は私はお願いしたいなというふうに思うんですよ。その辺

いかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） 今ほど申し上げましたように、まずは外国人支援協力員制度というのを始めさせていただきまし

たので、これをフル活用させていただきたいなというふうに思っております。今宮澤委員さんがおっしゃられたよ

うに、行政の言葉ってなかなか専門的なので、日本の制度も知らないと通訳していただけないという形もあります

ので、そこは今度、対通訳していただける支援員の方としっかりと行政は連絡を密に取って、対応をまずさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） そのほか質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 
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   質疑予定委員はおりませんでしたが、皆様よろしいでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） それでは、これにて妙高高原支所に対する質疑を終わります。 

   次に、妙高支所の所管事項です。 

   提案理由の説明を求めます。妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） ただいま議題となりました議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち妙高

支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入の主なものについて御説明申し上げます。予算書26、27ページをお開きください。下段の15款１項

１目３節妙高保健センター使用料並びに次の28、29ページ上段５節妙高コミュニティセンター使用料は、施設使用

に伴う使用料です。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。114、115ページをお開きください。下段から116、117ページ下

段にかけての２款１項８目妙高支所管理事業は、庁舎の設備点検委託などの維持管理に努めるとともに、地域の交

流拠点となる妙高コミュニティセンターの利用者の拡大を図ってまいります。 

   次に、少し飛びまして、188、189ページをお開きください。上段から下段にかけての４款１項１目妙高保健セン

ター管理事業は、施設の適正な維持管理や点検委託に係るものです。 

   以上、妙高支所所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し

上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち妙高支所の所管事項に対する質疑を行います。

質疑予定委員はおりませんでしたが、皆様いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、２階のふれあいホールでしたっけ。 

                   〔「コミュニティセンター」と呼ぶ者あり〕 

〇宮澤委員（宮澤一照） コミュニティ、あれの、あそこのですね、子どもたちの学習状況って今どういう形になって

いるんですかね。あそこで学習とかする人いらっしゃるの。 

〇委員長（天野京子） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   図書館と併設しております自主学習室のことですかね。それにつきましては、図書を借りて本を読むお子さんも

いますし、どちらかというと春休み、夏休み、冬休みといった、こういう長期的な休み時間、休みのときに子ども

たちが勉強している姿を見ておりますし、つい最近ですけど、今日高校入試ありますけど、そのために学校帰りで、

次の塾まで行く時間帯をここの自主学習室で勉強している姿をこの数日見かけております。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   宮澤委員、お一人で…… 

                   〔「いいです」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） いいですか。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（天野京子） 今、はい、分かりました。 

   これにて妙高支所に対する質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち妙高高原支所、妙高支所に対する質疑は終わりましたが、採決は後

ほど行います。 

                                                     

  議案第６号 令和７年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第６号 令和７年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） ただいま議題となりました議案第６号 令和７年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会

計予算について御説明申し上げます。 

   初めに、歳入の主なものを申し上げます。予算書特98、99ページをお開きください。上段１款１項１目の財産貸

付収入につきましては、財産区有地の貸付料で、貸付先は27の法人、団体及び個人を予定しております。 

   中段３款１項１目の雑入は、令和５年度に完了した植林箇所の保育作業に係る費用に対する補助金です。 

   次に、歳出の主なものについて申し上げます。特100、101ページを御覧ください。上段１款１項１目の一般管理

費につきましては、主に財産区管理会の運営に係る経常的な経費のほか、財政調整基金積立金を計上しております。 

   その下、中段２目財産管理費は、妙高高原小学校の児童とＳＤＧｓ推進の視点で令和５年度から取り組んでいる

森の学習に要する経費や杉野沢及び笹ヶ峰地内の財産区有地の景観維持並びに支障木の伐採等に要する経費のほ

か、歳入の雑入で御説明いたしましたが、植林箇所の保育作業に要する経費が主なものです。 

   続きまして、下段２款１項１目の地区環境整備費につきましては、杉野沢区の皆さんが住民福祉の増進を目的と

して行う冬期間の除雪、用水、水源等の維持管理、修繕、地区内の各種団体への助成など、地域が行う事業に対す

る負担金で、前年度と同額です。 

   以上、議案第６号について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（天野京子） これより議案第６号に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） １点だけお願いします。 

   どこの地域もですね、今高齢化が進んできているという状況の中で、財産区の皆さん、本当に頑張っていろんな

ことやっているなというふうに私は思っているんですけども、いわゆる活動形態そのもの、地域の高齢化との兼ね

合いの中で、地元の皆さんから何か要望等とか課題とか、その辺の提起というのはどんなものがあるのかなという

ふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今笹ヶ峰財産区の管理委員の方につきましてはですね、昨年の12月議会のほうで新しい委員の方を選任いただい

ておるところでございますが、メンバー的には７名の方おられまして、50代から60代の方が今委員になっておられ

ます。そのメンバーの方につきましては、地域の状況も把握されておりますし、活動については特に支障がないか

なと思っておりますが、やはり財産区さんの持っている土地がかなり広いもんですから、それぞれの場所がどこに

あるのかというようなところがなかなかこう、以前の委員の方とかですね、長老の方から聞かないとよく分からな

いというようなお話も聞いておりまして、現地確認を年数回行っておりますが、そういう先輩方からも同席をいた
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だいて確認をしたりしているような作業をしてございます。 

〇委員長（天野京子） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第６号 令和７年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算は、原案のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

   議事整理のため、暫時休憩をいたします。 

休憩  午前１０時３５分 

再開  午前１０時４０分 

〇委員長（天野京子） それでは、休憩を解いて会議を続けます。 

   総務課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算の当委員会所管事項を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） おはようございます。ただいま議題となりました議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般

会計予算のうち総務課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入の主なものについて御説明申し上げます。予算書の24、25ページを御覧ください。下段の10款１項１

目１節国有提供施設等所在市町村助成交付金は、陸上自衛隊関山演習場施設の固定資産税相当分が国から交付され

るものであります。 

   次に、36、37ページを御覧ください。下段の16款２項１目１節総務管理費補助金のうちデジタル基盤改革支援補

助金は、国が進める情報システム標準化、共通化への移行に対して交付されるものであります。 

   次に、38、39ページを御覧ください。上段の16款２項１目２節新しい地方経済・生活環境創生交付金のうち、ス

マート自治体推進事業、情報システム運用管理事業、市制施行20周年記念事業は、それぞれドローン実証事業、市

公式ライン等の利用料、ドローン展示飛行に対して交付されるものであります。 

   次に、58、59ページを御覧ください。下段の17款２項６目２節電源立地地域対策交付金は、水力発電所がある市

町村に対し県を通じて交付されるもので、消防車両の更新や消火栓の整備に充当するものであります。 

   次に、64、65ページを御覧ください。下段の18款２項２目１節、物品売払収入のうち60万円は、消防団の再編に

よって整理した積載車１台を売却するものであります。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。86、87ページを御覧ください。下段から次ページにかけての２

款１項１目職員能力発揮事業では、各種職員研修や人事評価制度などを通じて、将来を見据えた人材の育成と効果
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的な人材マネジメントを推進し、職員力と組織力の向上を図ってまいります。 

   次に、90、91ページを御覧ください。中段のスマート自治体推進事業では、令和７年度末までに国が策定した標

準仕様書に準拠した基幹情報システムへの移行を完了させるほか、ドローンを使った物資配送の本格実施に向けた

実証実験などに取り組んでまいります。また、既存業務をプロセスから再構築し、デジタル技術等を効果的に活用

した業務改革を推進してまいります。 

   次に、98、99ページを御覧ください。中段の２款１項１目市制施行20周年記念事業では、５月10日に市制施行20周

年記念式典を開催し、市政発展に功績のあった方々への表彰により感謝をお伝えするとともに、子どもたちによる

パフォーマンスの披露などを予定しております。また、記念事業としまして自衛隊音楽隊による音楽祭やドローン

を活用した展示飛行などを行うほか、特集番組などを通じて妙高市を広くＰＲし、新たな歴史の幕開けとなる１年

となるよう取り組んでまいります。 

   その下の２款１項２目広報活動推進事業では、新たに戦略的な広報基本方針を策定するとともに、職員の広報力

向上研修を実施し、迅速で伝わる情報発信に取り組んでまいります。なお、本事業は組織機構の見直しにより、令

和７年度より企画政策課政策・広報グループへ所管替えを予定しております。 

   大きく飛びまして、270、271ページを御覧ください。中段の９款１項１目常備消防費では、上越地域消防事務組

合の運営費に係る分担金等を計上いたしました。 

   次ページ、272、273ページを御覧ください。下段から次ページにかけての９款１項２目コミュニティ防災組織育

成推進事業では、自主防災組織における防災士を育成するため、集合形式での養成講座を開催いたします。また、

施設の閉館時でも救命措置が迅速に行えるよう、市役所本庁舎及び各支所、小・中・特別支援学校、あらい道の駅

のＡＥＤの屋外設置を進めてまいります。 

   次に、274、275ページ中段の９款１項３目消防施設・資機材整備維持管理事業では、消防団妙高方面隊第５分団

第１部、葎生になりますけども、こちらの消防器具置場の建て替えや消防車両の更新、消火栓の整備等を行い、消

防活動の効率化と迅速化を図ります。 

   最後に、大きく飛びまして340、341ページを御覧ください。中段の11款３項１目庁舎等災害復旧事業では、令和

６年１月１日に発生した能登半島地震の影響によって、亀裂が生じた市役所本庁舎の鉛ダンパー２基の交換と鋼製

ダンパーの塗装などの免震装置の復旧を行うものであります。 

   以上、総務課所管の説明を終わります。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち総務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   総務課所管事項には多くの質疑が予定されておりますので、皆様簡潔にお願いをいたします。 

   それでは、５番、２款１項職員能力開発事業。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いします。前にも一般質問で実施をさせていただきましたが、人事評価制度の

見直しということで予算主要事業の概要のほうにも記載がありましたが、具体的に令和７年度においてどのような

見直しを図っていくのか、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   人事評価制度の見直しにつきましては、今年度から年度当初の職務基準面接の充実等も図ってきたところでござ

います。その中で、具体的にはですね、今年度やった取組につきましては業務改善計画の抜本的見直しですとか、

職員が組織課題に関連した目標を明確に設定して達成できたことを評価できる仕組みに変えてきたところでござい
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ます。そのような中で、令和７年度につきましては能力評価のほうもですね、役職ごとの役割、能力に対して達成

度の評価をできる仕組みに変えていきたいと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） 分かりました。目標設定とかでモチベーション上げていくというところで理解しました。そ

の達成の状況とか、今お話しいただきましたけど、能力評価というところでですね、先般、人事院勧告で若年層等

中心に給与引上げになったんですけれども、やはり頑張る職員がですね、より頑張っていけるというか、しっかり

評価される体制づくりに今後も進めていただきたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 職員研修の主なものがこちらに書かれているんですけれども、専門職のキャリアアップに関

する研修等については何か予定されていますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   専門職につきましても専門研修ですとか、あとほかの職員についても新分野開拓研修の中でそれぞれスキルアッ

プを図るためにはそういう研修を受講できる環境のほうは整えているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 専門職の方のキャリアアップの研修によって、組織力ですとか個人の力が向上されていくと

いうことにつながると思うんですけど、そういったことの人事評価への反映についてはどのようになるか、お聞か

せいただけますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   やはり頑張ったことが評価できる仕組みというのは非常に大切だと思っておりますし、特殊な資格取得等を行っ

た職員にはそれなりの評価という部分がついてくるんじゃないかなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、６番、２款１項職員管理事業。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いいたします。時間外勤務手当で約800万円とありますが、去年、おととしか、

入退庁管理システムを導入して、その評価というか、状況ですね。必ずしも役所にいる間、常に時間が仕事をして

いるとは限らないので、入庁というか、滞在している時間イコール勤務時間ではないかなというふうに思っている

んですけども、その時間と実際の時間外勤務手当の申請、支給の乖離の状況ですとか、どのように評価しているか

ちょっとお伺いできればと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   勤怠管理システムのほうを導入させていただいたところでございますけども、職員が出退勤した時間と時間外勤

務の時間というのは当然イコールではないところでございます。職員が時間外勤務するときには、管理職、所属長

のほうは命令をする、今システムですので、職員からの申入れを受けて管理職との超勤するかしないかという部分

の話合いになりますけども、きちっと何時までどのような業務を進めていくのかという部分はお互い共通認識の上

で進めていく必要があるかなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 
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〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。去年の春だったかに議会だか全協だったかで私、健康保険課の専門

職の皆さん、毎日９時、10時まで残ってというような話をさせていただいた後に、年度途中で健康保険課でも事務

職員さん採用されたりとかというところで、状況どうかなと思って聞きに行ったらですね、大分改善されていると

いうお話で、早く帰るようになってきているというようなお話を伺っています。ありがとうございました。やっぱ

り働き盛りとか、年齢とか性別で言うのはちょっと今あまりよくないと思うんですけれども、これから結婚、子育

てを迎える方とかですね、結婚して子育てをされている方でやっぱり毎日毎日遅かったりとかすると、やっぱり家

庭とかに、自分の生活とかにかなり影響が出てきてしまうもので、実際退職者も多かったというところもあるので、

今後もですね、状況を見ながら、急な突発的なものでやっぱり部署によっては忙しくなってきてしまう部分があっ

たりすると思うんですけれども、年度途中の採用ですとか、そういった部分も含めて柔軟に御対応いただければと

いうふうに思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 質問してください。 

〇島田委員（島田竜史） はい、失礼しました。 

〇委員長（天野京子） 島田さん、無理しなくていいです。以後よろしくお願いします。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

   小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 職員管理全般についてちょっとお伺いいたします。 

   先日、第９次の行革大綱が、案が出されています。そういった中で職員数が明確に人数が出ています。それを見

ますとですね、年齢間のバランスというのがですね、非常に厳しいなというふうに思っています。50歳以上の方が

ですね、124人、率でいくと42％、半数近くがですね、50歳以上というようなことになっています。しかも近年、若

い職員の方、専門職の方、退職が出ているという状況があろうかと思います。この職員構成のバランスというのは、

合併時に500人近くなって、それをどんどん減らさなきゃいけない、それが最大の行革だというようなことでやって

きたんですけれども、それが過ぎて一定のレベルに来ているというふうに思うんですけれども、なかなか近年は新

採用のほうが進まないという現実があります。定員適正化計画の中でも、対応として社会人枠や就職氷河期世代の

採用を進めていきたいというふうに言っております。この辺のところについてですね、その状況についてはいかが

でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   委員言われるように、40歳後半から50歳の職員が非常に半数以上を占めている状況でございます。そのような中

で、職員の採用ですけれども、非常に退職する人と採用される方のちょっとバランス等も取れていないのが現状で

ございます。そのような中で、採用試験等に当たっては40歳以下までの社会人枠を使ったりした中ですとか、あと

任期つきの職員の採用等を図りながら、バランス構成平準化のほうを図っているところでございますし、また今後

退職職員につきましても２年に１度しか起きてこないという部分の中で、大量に退職される方というのは令和13年

度以降に職員が、かなりの量の職員が退職見込みになっています。ただそこまで職員採用しないのかというとそう

いうわけにもいきませんので、その辺毎年度平準的な職員採用のほうも図っていきたいと思っているところでござ

います。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 
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〇小嶋委員（小嶋正彰） 民間で活躍してこられた方がですね、市役所に入っているというのは、組織の活性化だとか、

あるいは市民目線で行政を見るというようなことに関しては、私はプラスの面が非常に大きいなというふうに思っ

ています。そういった能力を発揮していただくためにもですね、採用後の研修、先ほど専門研修の話も出ましたけ

れども、それから処遇の問題ですね。昇格、昇任、そういった面からのですね、人材育成を積極的にこういった方

についてもですね、フォローアップしていくべきというふうに思いますが、その辺はどのような状況でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   中途採用された職員につきましても必要な研修のほうはしていきたいと思っておりますし、ただ市役所内だけに

いても、業種の中にいても職員能力の開発というのはなかなかそれぞれアップしませんので、外の他市町村との研

修ですとか、民間職員との意見交換等を含めながら職員のレベルアップのほうを図っていきたいと思っているとこ

でございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） よろしくお願いします。 

   もう一つ、アンバランスがあります。40歳以下の職員で見ますとですね、女性が88名、男性が39名、69％が女性

となっています。これには訳がありまして、妙高市の場合、保育園が公立ということで、保育士さんが多いという

事情があるわけですけれども、ただそれを勘案してもですね、男女比半々ぐらいになるんじゃないかなというふう

に思っています。これ具体的な数字が出てこないんで分かりませんけれども、私の感覚ではそんな感じかなという

ふうに思っています。数字だけ見ると、時代を先取りしたですね、男女共同参画じゃないですけれども、数字なの

かなというふうに思っておりますけれども、それに対応した職場環境だとか、あるいは女性の待遇、処遇、管理職

への登用だとかですね、そういった対応というのは果たしてどうなんだろうか。今の管理職の状況を見ますとです

ね、議会の状況見ても分かりますけれども、圧倒的に男性の管理職ということになっております。これからのです

ね、時代を先取りする形であるんであれば、そういった面のですね、処遇についてもですね、十分女性の活躍がな

されるように配慮すべきというふうに思っておりますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 昇格、昇任の関係も出てくるかと思いますけども、男女関係なく、能力に応じた昇格、昇任

を行っていく必要があるかなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） ぜひそういうふうにしていただきたいんですけれども、最後に市長からですね、市長に職員

の管理の基本的な考え方、今ほど質問したことも含めてですね、職員管理の考え方についてお伺いいたします。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） ちょっといろんな考え方がありますけども、１つは私も就任して毎年採用試験をさせていただく

中で、年齢によるバランス、アンバランスですかね、これはもうよく考えていかなきゃいけないなというふうに思

っておりまして、要は10年後には大半の職員がいなくなるという現状がありますので、そのためにはちょっと言い

方は失礼ですけど、若手職員の方のスキルアップを図っていかなければいけないという中で、今庁内のプロジェク

トチームは、基本的には原則若い人を中心にプロジェクトをさせていただいて、物事の考え方であるとかですね、

仕事の進め方について主に力を入れさせていただいているというふうに考えております。さらに、採用に関しても

ですね、今定期的な採用という形になっていますけど、今どこの自治体もやっているのが通年採用という形も今取

っている自治体も多いようでございますので、先ほど島田委員のほうもありましたけれども、年度途中で様々な対
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応をしていかなきゃいけないということがこれからも増えていくだろうというふうに思っておりまして、ここはひ

とつ研究をさせていただきたいというふうに思っております。 

   一方で、男女比につきましては、当然のことながら男女平等でありますので、能力に応じた昇格という制度を活

用しておりますけれども、それでもやはり、意識的にはやはり女性の活躍を上げていかなきゃいけないという考え

方もあります。その辺はですね、個々の職員の力を見ながら判断していきたいと思っておりますけれども、これか

らは部署に関係なくですね、女性の方がどんどん、どんどん出てくる、そんな時代が来るだろうと思っております

ので、そのためにも今若手の職員中心に研さんを積んでいただいてですね、職員訓示でも言いましたけど、市役所

としてプロフェッショナルな集団になっていきたいということを今目指して取組をさせていただいております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、７番、２款１項スマート自治体推進事業。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 私は、概要のほうでね、ちょっと文章を見る中でなんですけども、先般総括の中にも若干あ

りましたけども、ドローンの関係ですね。ドローンの関係というのは、日進月歩でもってどんどん進んでいってい

るという形があるんですけども、この活用そのものをね、どこまでどうするか。日常的にどういう活用になってい

るのかな。知っているところは知っているけども、地域へ入っていったらそんな全然分かんないという形あったり

するんですけども、いろんな活用の仕方があるなといったときに、やっぱり地域絡みで、私は特には防災絡みでも

ってそういうものを使ってもらうと。以前は災害があったりしていて、結局交通、ライフラインの遮断あったりし

たときに、じゃそれがどうできるのかというこの辺もあったりしたんですけども、正直言ってこれ消防の関係にな

ったりしちゃうんだけども、総務課だからどこでもいいかというような形で見ていますけど、その辺の今後の見方

はどうなのかお聞かせいただけますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   これまでドローンの実証実験のほうをさせていただいて、日進月歩、ドローンのほうも機体のほうもよくなって

きているところなんですけども、昨年度やった実証実験におきましては、20キロから30キログラムのですね、物資

輸送がですね、普通に売られている機材で搬送できることがある程度確認できておりますので、今後は事業化、事

業者さんによる事業化等が進んでいくのかなと思っております。そんな中で、やはり防災時の孤立集落への物資搬

送ですとか、またその先へ行きますと買物の支援等にも活用が図られていくのかなということを考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 今こういうことができてですね、例えばこの前もいろいろと話は聞いてきているんですけど

も、携帯電話、電話というより電波使った形での自主走行であったりというのもあるんですけども、停電したらど

うなるのかなというこの辺のところなんですね。個人的にコントロールしてという形なんですけども、今私はです

ね、以前7.11水害のときに交通遮断してしまって、地域の皆さんが薬、薬、薬と言っているんだけど、薬がなくな

っていってどうするんだという、こんなときには大いに使える可能性があるんだな。緊急対応の中でもって、昨年

やった実証実験では30キロ米運ぶくらいなものですからね、ちょっとしたそのものは運べるんだけども、コントロ

ール対応そのものがどこまでどうなるのか、やっぱりそういうものを地域の中にも関連することによって、地域の

皆さんの安心という問題かな、やっぱり災害が起きたときに出入りできなくなってしまうという声があったりする

んですけども、そういうところに発展するような形のものをこれからはＰＲもしていかなきゃいけないんじゃない

かなというふうに思うんですけど、その辺の考え方いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 
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〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   これまで実証実験ということでやってきておりますけど、なかなかやっぱり情報発信というのがうまくできてい

ない部分があるのかなと思っています。昨年度消防団の演習の中で少し活用させていただきましたけれども、やは

り積極的にドローンを活用した物資輸送というのはこれから現実的になっていくという部分も含めて、広報の充実

を図っていきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ドローンのことですけれどもね、うちの先日の総括でも話ししたように、物資のね、物資だ

けじゃないと思うんですよ。もう皆さん方いろいろともうこれ数年前からこれをやって活用しているんで、できれ

ば先般ね、渡部議員が話ししたように温泉とかのね、調査、それから崩れたりしたときのですね、調査にも活用で

きるような、そういうこともやっぱりできると思うんですよね。そのためのドローンだと思うし、技術も磨いてい

るんじゃないかなと私は思うんですよ。災害の際もそうですけれども、やはり大事な温泉資源だとかそういうとこ

ろの観光地のどこかが崩れたとか、そういうところ人間で行けないようなところを、そういうところにも活用して

いく、そういうことというのをもう少し考えるべきじゃないかなと思うんですよね。笹ヶ峰とかね、物資を運ぶだ

けのものじゃないと思います。その辺はいかがお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ドローンを活用して源泉の状況ですとか、例えば引湯管の状況等を把握しておくことは可能になってきていると

思っております。その中で、じゃ誰が実施主体としてやっていくかという部分の中では、これまでも実証実験を通

じて事業化になるような形で模索しているとこもありますので、その辺、今実施主体というのが課題としてありま

すが、その辺を事業化が、民間事業者の事業化が進むこともですね、併せて取り組んでまいりたいと思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 誰がやるかといったって、できないから皆さん方でね、税を使って皆さん方で技術を磨いて

やられているんだと思うんですよ。だったらそれを使うのは当たり前のことだと思うんですけれども、誰が実施主

体じゃなくて、それは行政としてそれをちゃんと見るぐらいの、それの技術をわくということ大事だと思いますよ、

そこ。どうですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在も職員のほうがドローンを操作して、写真撮影と動画撮影ぐらいはできるんですけども、やはりそれ以上

進んだまた高度な技術になってくると、やっぱり民間事業者が産業化していただく中で取り組んでもらうという部

分も必要だと思いますので、その被害状況の把握をどの程度するかによって、使い分けというのは出てくるかなと

思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 以前ね、妙仙橋崩れたときに、ドローンでやってくれたんですよ。やっぱりそれだけでいい

んですよ。別に物資を運べだとか、機械を運べなんてそんなこと言っているわけじゃないです。見てくれればいい

んですよ。今どういう状況か。例えば、これ私だけど、燕温泉のあの急なところにロープ持って命がけで我々行く

んですよ。それであそこを渡るわけだ。なんだけども、天気がいい日にドローンで行けば、そのまま見て、そのま

ま帰ってくれば、今こういう状況なんだなってすぐ分かる話なんです。これってそこだけじゃないと思うんですよ

ね。違う、赤倉にしても、いろんなとこわざわざ歩いていかなくたってね、いつ何どき何があるか分からない状況
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になっているんで、それが、それすらできないのが私はちょっと憤りを感じているんで、そこはやってもらいたい

と、そういうことなんですよ。どうでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   危険箇所等の情報収集については、現在でもできるような形になっておりますので、またお問合せいただければ

と思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、そうしていただきたいと思います。もう一回やっているんです。多分一生懸命

皆さん方でやってくれたのか、どこでやったんだかな。妙仙橋のときはやってくれた。なんで、ぜひそうやってく

ださい。そこ以外にもいろいろなところであると思うんです。災害のところ、例えば夏場の台風が来たときとか、

いろんなところの河川状況というのもそうだと思うけど、ドローンの活用ということによって大分救われる部分が

あると思いますんで、ぜひお願いいたします。いま一度いかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えします。 

   情報収集にドローンを活用することを、今後もですね、その状況にもよりますけれども、問合せいただけました

ら、その辺の対応をしてまいりたいと思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） スマート自治体ということで、やっぱりスマートシティーということをうたわれているんで

すけれども、正直我々ってスマートシティーって何なんだろうなというふうに感じるところってすごく多いんです

よね。これ数年前からスマートシティー、スマートシティーって叫ばれて言われているんですけれども、やはりそ

れをですね、もう少し市民にどういうものがスマートシティーなのかということを分かるような説明というのも必

要じゃないかなと、広報活動として必要じゃないかなと私思うんですね。例えばスマートシティーサービスだとか、

そういうのがだんだん出来上がってくるということをいろんな携帯でも見ても出てくるんですよね。だけど、本当

に分かんない部分って多い。それにそれが実態として分かるようになってくるのがすごく時間がかかっているよう

な気がするんですけれども、どうでしょうか、その辺。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   なかなかやっぱりスマートシティーという言葉もなかなかなじみが薄くなってきている部分もあるかと思いま

す。基本的にはデジタル技術、ＩＣＴを活用した中で、社会ですとか日常生活をよりよくしていくためのものであ

ると思っていますので、またどのように市民の利便性向上につながっていくかという部分も含めてＰＲしていきた

いなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） スマートシティーで官民連携でプラットフォームという言葉が出てくるんだけれども、妙高

市の場合はどういうところがプラットフォームになるんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   やはりちょっとデジタル技術の専門的技術になってくると、それを社会実装、実際に実装するときになってくる

と専門的な事業者の活用が必要になってくるという部分の中で、民間の事業者との協働といいますか、共創を図っ
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て、そういうスマートシティーの社会づくりを進めていきたいというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今もやっぱり我々って戸惑いますよね、こういうこと聞いたりして。もう全然分かんないん

だけど、もう少し分かりやすく、国も悪いと思うんですよ。横文字だけを先導して出ていっちゃうもんだから、も

うわけ分かんないから実態としていい地域力というのが生まれていないのも逆に私あると思うんですね。だからそ

の辺含めて、じゃ妙高市独自としてどのようなスマートシティーというものをつくっていくかというのをいま一度

考えてやるべきだと私は思います。このスマートシティーという自治体推進事業とドローンを使った物資輸送実証

実験だとか、そういうのがどのように結びついていくのかというのすら俺は分かんなかった部分なんですよ。これ

課長、分かります。このスマートシティーとドローンを使った物資輸送の実証実験、これ普通にドローンを使った

実証実験でいい話なんです。そこにスマートシティーの推進事業、自治体推進事業に入れるということ自体がどう

いうことなのというふうに思うんだけれども、だから要は要するに人を使わないで、要は機械を使うことによって、

ドローンを使うことによって、スマートと言ったらおかしいけど、そういうことを考えていくということの実態だ

と思うんだけれども、どうしてもね、説明しづらい。宮澤さん、スマートシティーって何ですかって言われたら、

ちょっと考えちゃうんだよね、これ市民に言われても。もう少しちょっと横文字を少しなくして、もう少し分かる

ような形でやられたほうがいいと思うんですけども、いかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   なかなかやはり横文字だと理解しづらい部分もあると思いますけども、ドローンを使ったですね、いろんな部分

の中で、物資輸送もそうですし、先ほどの日常生活物資を運べるようになるですとか、ドローンを活用して観光産

業にも生かせる部分もあるのかなと、そういう部分の中で、より市民生活の中にドローンを活用して、よりよい社

会づくりができればということで考えているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひね、そうしてください。マイナンバーカードもそうですが、カードＡＰなんて言われた

って、何言っているのかな、これというふうに思うところもありますし、こういうのって結局、今度市報にも出す

じゃないですか、いろいろとやったときに。みんなはてなマークつける人が結構いると思うんですよね。立派なこ

と妙高市やっているな、英語の、なかなか進んでいるなというけど、実態はそうじゃない部分もあると思うから、

分かりやすいようにもっとしたほうがむしろ親切な行政だと私は思いますんで、よろしくお願いします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、８番、２款１項情報システム運用管理事業。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。ちょうど１年前にこの委員会で質問をいたしました。妙高市が基幹業務シス

テム標準化に関して、移行困難自治体であるという話がありました。昨年末にそれら自治体への特定移行支援がな

されるとの方針も出ました。今後の見通しはどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   標準化、共通化の関係でございますけども、こちらにつきましては令和７年度末に基幹系20のですね、業務シス

テムの移行を現在目指しているところでございます。それで昨年３月に、国から移行が困難な団体として公表され

たところでございますが、その理由としましては、その当時国保業務において提供しているベンダーのほうがです
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ね、システム開発を中止するというようなことから移行困難というような形で認定されたんですけども、その後、

この件につきましては国の提供する国保システムのほうを採用することで、移行困難への解消のめどがついている

ところでございます。令和７年度におきましては、令和８年１月までにシステムの稼働に向けて取組を進めてまい

りたいと思っておりますけども、標準化システムにつきましては、国の制度改正ですとか、それに関連した仕様変

更もですね、ちょっと続いてきておりまして、システム稼働に当たってはですね、構築事業者との調整もさらにし

ていかなければならないのかというような状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 予算的な絡みでいうと、私はこのシステムの運用管理というより、その前の上のスマート自

治体の情報システム標準化、共通化対応業務委託料２億5900万、これでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   この経費につきましては、今ほど言われたものでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、10番、２款１項行財政改革推進事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。こちらの事業なんですけれども、先日全協でも説明がありました第

９次妙高市行政改革大綱も進めるということだと思うんですが、行革の市民検討会に出た方から非常にいい声が届

きまして、以前よりも市民の声が行政に届いているんじゃないかというふうに私言われたことがあります。今年度

実施計画の策定というのが書いてあるんですけれども、どういう手順で、いつ頃にそれ策定をして、どう進めてい

くのかというのを教えていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   先般の全協におきまして行政改革大綱のほうを示させていただきました。それと同時に各課のほうにそれに基づ

いた実施事業としてどのような事業を取り組むのかということを現在取りまとめまして、それを基にまた庁舎内で

協議を図りまして、今後５年間に取り組む具体的な事業を明確にして、今現在しているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、14番、２款１項妙高市市制施行20周年記念事業。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 先ほど説明をいただきました。この市制施行の関連イベントの実施というのがあるんですけ

ども、予算上では930万ですかね、あって、この中のドローンの関係で500万計上になっているんですよね。半分以

上ドローンになってしまうと、消えちゃ困るんだけども、その辺のところでもってこの記念事業の総体的なメイン

といいますかね、その辺がどんな形になるのかなというふうに、市民の参画がどういう位置づけなのか、ＰＲどう

いう位置づけなのか、いろいろここには計上されているんですけども、まずそのドローンの500万というのはどうい

うあれなのか、ちょっと教えていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ドローン展示飛行委託料として500万円を計上しておりますけれども、こちらにつきましては記念イベントに合わ

せたですね、ドローン花火ということで、ドローン300基をですね、使った中で、お祝いというふうな形の中で、ド

ローン花火という形で開催していきたいなということを考えています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 



 

 - 20 - 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 何かよう分かったような分からないような形なんだけども、例えばね、例えばよくマスコミ

に出てくるのが、夜だったら光というかね、照明をつけて何かの形になるとか、それでもって映像が踊るとかあっ

たりするんだけども、昼間の対応だったらそれが果たしてどうなるのかなと。ここにそんだけの金かけるというの

は、果たしてどうなんだろうなと、こういうふうに思ったりもするんですけども、よっぽどそれがメインとしてい

いのかなと。ただ、市民の感情というかね、市民の目線で見ていったときどうなんだろうなとあるんだけども、市

長、どういうイメージなんでしょうかね、これ。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 申し訳ございませんでした。ドローンの花火につきましては、イベントに合わせて夜間です

けども、光をともしながらいろいろなプログラムを展開していくということで、20分ぐらいのドローンショーみた

いなのを行うというような予定でおります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） いやね、これしつこいようだけど、ドローンじゃ何機でそんな花火みたいのを、妙高市の市

制20周年でやるに当たってね、１台でただぴかぴか、ぴかぴかしているだけだったら、これ駄目だと思いますよ。 

                   〔「そんなんじゃないよ」と呼ぶ者あり〕 

〇宮澤委員（宮澤一照） 何台でやるとか考えていられるの、これ。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在300機のドローンショーを行う予定でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それ300機持っているんですか。妙高市持っているわけじゃないですよね。このために500万

を要するに掲示して、それで集めるという形ですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   一応ドローンを所有している事業者に委託していきたいと考えているとこでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それは市内のドローン業者ってあるんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 市内のドローン業者はございません。ドローンを活用した地域づくりという形で、連携協定

を結んでいるロボッツという株式会社と調整した中で進めてまいりたいと思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ドローンというのは、やっぱり危機管理ということでね、非常に重要な部分があると思うし、

そのために職員の皆さんも勉強してやられていることで、イベントに使うのはどうかなとは思うけれども、ぜひね、

それだけのことをやるからにはやっぱり危機管理、そのときのやつは、先日も私ね、すごくね、ちょっとかちんと

きたのは、そういう話になると可でもなく不可でもないようなね、答弁、前向きにって、これ絶対やらなきゃいけ

ないんですよ、分かりましたという話だったらいいんだけれども、私はね、それをね、観光課に直接電話して、こ

ういうのって言ったんだけど、考えておきます程度だったんですよ。この前の答弁もそうだ。こういうのにかける

お金があるんだったら、ぜひですね、危機管理に使ってくださいよ。本当そういうふうになると思いますよ。ちゃ

んとした答弁でしっかりと前向きにそういうことに使っていただくということが私たちは何年も、数年来の予算づ



 

 - 21 - 

けのときに承認してきたことだと私は思うんですよ。その辺いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えします。 

   20周年記念事業につきましては、子どもから高齢の方まで楽しんでいただけるような事業を展開していきたいと

いう部分の中で、今回ドローンの展示飛行といいますか、花火につきましての予算のほうを計上させていただいた

ところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ウクライナだとか、ソ連とか、やっぱり戦争にもね、今よく映画でもそうです。よくドロー

ンを使った、そういうミサイルだとかそういうのをよく映画でも見たりすることがあります。やっぱり子どもたち

の教育に当たっても、そういうことがきれいにできるんだったらいいけど、違和感のないような形のプロデュース

を私はやっていくべきだというふうに考えますけれども、とかくドローンというのは、そういう危機管理だとか、

ミサイルだとか、そういうことに何か使われている映画が非常に多い部分があるんで、そういうふうな錯覚のない

ようなものをつくり上げていく必要が私はあると思います。その辺はどのように、慎重な対応をすべきだと思いま

すが、それこそいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） そういう部分の意見も踏まえまして、広報等につきましてはちょっと留意させていただけれ

ばなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もう一度確認します。記念式典については、この日付まで書いてあるんですけどね、その前

にもろもろありましたイベントについては、一日で消化するというパターンじゃないんだろうというふうに思うん

ですね。まだ具体的にはこれから決めていくんだろうというふうに思うんですけども、このイベントの実施につい

てはどんなスタイルでいくのかな。例えば３日、４日かけてやるとか、どこかその辺の主立った構想といいますか

ね、その辺の考え方だけちょっと聞かせていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   イベントの構成ですけれども、それぞれの所管なり分野においてイベントのほう開催していきますけれども、そ

れが年間を通じて、一日であるイベントもありますし、２日にかけてやるイベントもありますので、その辺は時期

等を、開催時期等を踏まえて、まずはその時点で市民等のほうに周知を図りながら開催していきたいなと思ってい

るところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もう一度確認します。あらいまつりみたいにこんだけのとこでやるよというんじゃなくて、

それぞれの所管の中でいつやります、いつがいいですって、こういう形の組立てしていくんだよと。極端なこと言

うと、３か月間の間にこれ消化するとか、半年の間に消化するとかって、そういうスパンの考え方でよろしいんで

すか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   一応令和７年度を通じた中でイベントのほうを開催を企画していきたいと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、しつこいようなんですけど、例えばこれあらいまつりで花火を上げるじゃない

ですか。例えば今年はそれがなくなってドローンの花火でやるとか、花火を利用したそういうふうな予算ぐりにす

るとか、そういうことではないんですよね。その辺どうなんでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   あらいまつりの花火は花火で実施されるというような形で聞いておりますし、一応ドローン花火につきましては

プログラムもつくる関係もございますし、いつの時点にしようかという部分って今検討しているとこでございます

が、一応そういうような人が集まるイベントに合わせて開催していきたいなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、15番、２款１項広報活動推進事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。まず、広報基本方針を策定しますということなんですけれども、１点確認が

今まではこういった方針はなかったんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   戦略的広報基本方針につきましては、今まではなかったわけでございます。広報発信力の強化に向けて、今回広

報の基本方針のほうの策定のほうを進めていきたいというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。基本方針の策定の中に、中にというか、広報力、職員の広報力を上

げるインスタ運用の研修の実施等々書いてあるんですけれども、広報って一歩間違うと炎上しちゃったりだとか、

そういったリスクがあると思うんですね。その基本方針の中にそういった予防対策というか、そういったものを入

れたほうがいいと私は考えるんですが、その辺り企画政策課に移管になるので、ここで聞いていいのかちょっと分

からないんですが、考えがあればお願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在もですね、妙高市のＳＮＳ運用方針になりますけども、その辺の誹謗中傷ですとか、虚偽、事実と異なる

ものが載った場合には市が単独で削除等できるというようなガイドラインみたいのがございますので、それに基づ

いて取り組んでまいりたいと思っています。ただ、職員が情報発信するに当たって、やっぱり正確な情報発信とい

うのは必要になっていますので、その辺はきちっと分かりやすく正確な情報を流すような形で研修に取り組んでま

いりたいと思っています。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。 

   あともう一点、業務利用向けの例えばマニュアルを作ったり、基本方針の中にいろいろ入れ込むんですけれども、

職員が個人利用でＳＮＳを使ってそこに市政のことを書いたり、そういったこともあると思うんです。個人向けの

ＳＮＳの活用のガイドラインみたいなものも併せてちょっと留意をしながら、市の広報に使っていただくというよ

うなことも、要はリスクを、炎上の予防対策というか、そういったことのためには今後必要なのかなと思うんです

が、今現在個人でのＳＮＳの利用についての何かそういったガイドラインがあるのか、それと業務利用ときちんと

区別して使えるような形になっているのかというのが分かれば教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 
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〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   現在は個人的なＳＮＳの利用に関しての取決めという部分はございませんが、来年度職員研修等も含めてですね、

その辺のきちっとした基準といいますか、対応の仕方みたいなものを研修の中で周知を図っていければなと思って

います。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 市民の市政への関心と参画意識の向上あるんですけども、ここでもって結局はラインとかホ

ームページとかＳＮＳとかという話で出てくるんですけども、正直言ってね、高齢者になってきて、今スマホ持っ

ているけども、こういうことをもって使いこなせる、こなせないという課題もあるんですよね。そういう点で、も

っと地域に溶け込んだ、そういうところこそ情報としてね、ここまで来なくたって、あるいはそういうものでのぞ

いてみてという、こういう形が必要なことじゃないかなというふうに思うんです。したがって、そういう指導とい

いますかね、地域のそういうところに入った形の中で、気さくに気楽にそういう使い方も教えてもらって、市政に

対しての関心もいろんなものをのぞけるわけだから、そういうものもという形の中で踏み込みしていったらどうな

んだろうかというふうに思うんですけども、その辺の考え方いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   現在、地域情報化計画のほうもパブコメのほうさせていただいていますけども、その中におきましても、ＳＮＳ

の使い方ですとか、初級の教室の開催をしていこうとしていますので、地域のほうに出向いた中で、使い方とか分

かりやすく、できる機会を提供できればなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 地域共生課がね、地域出向いていったりしている。そういう形の中、あるいは福祉の関係で

もって茶の間事業があったりとか、いろんな機会を通じる中で、少しずつ一気にどんといったって、私もそうなん

だけどね、一気にいろいろ教えてもらったってそうもいかないんで、回数重ねて少しずつそういうものを持って広

げていく、それの基を作っていただいて、そこからいろんなところに広がっていけるような、そういうシステムづ

くりもその中でやっていったらどうかなというふうに思うんですけども、そういう発展の仕方っていかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   いきなり難しいことはできないかと思いますので、地域共生課、ほかの課とも連携した中で、そういう楽しめる

教室みたいなのを開催できたらなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いします。パブリックコメントを統括されている総務課にお伺いさせてください。 

   市のホームページを見ますと、現在意見の募集をしているものが12あります。募集期間が４月１日までのものや

３月25日までのものもあります。４月１日から実施の計画に対して、いただいた御意見を反映させる期間として間

に合うのでしょうか。また、市民の皆さんからはパブコメが一度にたくさん出され過ぎてしまって、じっくりと見

たいんだけれども、一度に年度末の忙しいときに出てしまうと、じっくり見ることができないという、そういった

声も聞きます。パブコメの実施…… 

                   〔「どうぞ」と呼ぶ者あり〕 

〇岩澤委員（岩澤 愛） いいですか。市民参加の機会を保障し、市民の意思を市政に反映するということを考えたと

きに、このような状況が市民に対して適切な御意見のいただき方なのかどうなのかということを統括されるお立場
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でいかがお考えかお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   確かに２月、３月と大量のパブコメのほうを出させていただいております。その辺はちょっと事務等の進捗具合

等もあって、このような形になったんですけども、今後そういうような市民から意見いただく機会については改め

ていければなと思っています。ただ今年度につきましては、中には総合計画の策定を踏まえて計画のほうつくり始

めた部分もございますので、そういう年間のスケジュール等も含めた中で、きちっと各課の進捗管理のほうをして

まいりたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、17番、２款１項庁舎等管理事業。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 予算書のですね、103ページですね。103ページの一番下段のほうにあります庁舎中長期修繕

等計画策定業務委託料2387万円です。相当な額でございます。この必要性と、それからこの金額の内訳についてお

願いします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   まず、この委託の目的でございますけども、建築のほうから新庁舎のほうも17年が経過いたしまして、施設設備

の劣化のほうが目立ってきているところでございます。そのような中で、今後中・長期的な維持、更新に係る経費

の軽減ですとか、平準化を図るために、今回劣化調査のほうをやらさせていただいて、修繕等の計画のほうを策定

していきたいと思っております。期間につきましては、１年かけて計画づくりのほうをしていきたいと思っており

ますし、調査といたしましては空調をはじめ非常用発電設備ですとか屋上の防水、それから外壁、トイレなどの調

査を予定しているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 経費の内訳をお願いします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） すみません、お答えいたします。 

   内訳でございますが、劣化度調査のほうが720万、中長期修繕更新計画のほうが1450万ということで、その合計に

消費税がかかっているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 想定される業者は、それはどちらですか。市内、県内あるいは県外と。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 今現在、調査に当たって相談させていただいてもらっているのは、この調査を建設当時設計

した梓設計さんでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、18番、２款１項庁用車管理事業。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、今購入ということなんだけれども、リースで以前やっていたと思うんですけれども、

今はもう一括購入のような形なんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   以前はリース車もあったんですけれども、経費等の比較もした中で、今は更新に当たっては購入というような形

を取っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私的なことを言うことでもないんだろうけれどもね、今自動車買う、軽の自動車とかやっぱ

りそういうのを買いますよね。買うんだけれども、車の中にはね、先日私個人的にちょっと自分の車が壊れて、代

車を借りたんだけれども、それに女房と一緒に乗ったんですよ。そしたら、女房ともうべったりくっついちゃうん

でね、要するに隣同士が狭くて。ギアとか…… 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇宮澤委員（宮澤一照） いや、違う。これね、すごい大事なことだと思うんだけど、万が一、要するに今ほらパワハ

ラだとかね、いろんなハラスメントだとか、こういうことが非常に多い中で、思ってもいないのに近づいて、男女

で一緒にね、職員と乗ったときに思ってもいない、そういう誤解を招く可能性が非常にあるから、車の選び方一つ

でも大事だと私思うんですよ。ちょっと離れているというか、でかい車買うわけじゃないんだけど、小さい車でも

少し離れている部分だとかいろいろあるので、やっぱりそこは総務課としても見てあげる必要が私あると思います

よ。本当にどこか曲がるにしたってそうだけれども、いや、あれだね、本当にね、べったりくっつく。いや、本当

に。だから、例えばギア一つにしたって、どこに一つにしたって、そういうことがもしあったら、事例があったと

きには、極力気をつけることの指導って大事だと思うんですよね。それで購入するときも、やっぱりそこはよく見

たほうが私はいいと思うんで、車によってはよくそこが大事に見極める、ただただパンフレット見て、これにする

というような形じゃないのが、そこは思いやりだと思うんですよ。職員に対する思いやりにもつながってくると思

うし、変な誤解を生まないような形というのを取ってあげるべきじゃないかなと私は思うんですけど、その辺の配

慮のお考えはいかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   基本的に庁用車につきましては、市内で動く移動車につきましては軽自動車、市外等に行く場合は普通車という

部分の中で使い分けをさせていただいているところです。そのような中で軽自動車だと狭くなって嫌だという部分

につきましては、嫌だと思う方は後部座席等の利用等もですね、含めて、ちょっとその辺を考えた中で乗車いただ

ければなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） いや、言っていることが違うんだよ。要するに軽の車でも、隣同士で小さい車当然ですよね、

買うの。なんだけれども、そのつくりによってそれが防げる車と防げない車というのがやっぱり非常に分かれると

いうことなんですよ。だから、あるところのある会社の車が代車で私のところに来たんだけれども、それはもう本

当にくっつく。肩、ここと肩と肩が一緒にくっつくぐらい。同じ軽でもそのつくり方によっては違うと思うんです

よ。そこを見極める必要があるということを言っているんですよ。でかい車にしようといったことじゃないんです

よ。軽を買うんだから当然だけれども、その乗車するところをしっかりしないと、そこは親切なんだということな

んです。それをやっぱり、じゃ乗りなよ、隣って、まさか一緒に、例えば男女で一緒にどこか行ったと、見に住宅

に行ったりだとか、高齢者のところ行ったりとかしたときに、やっぱり部下は後ろにね、例えば管理職、市長だと

かみたいに後ろに乗るってわけにいかんでしょう。やっぱりね、気遣って隣に。そういうときにやっぱり誤解が生

じないようなことの親切な考えも必要だということを私言っているんですよ。分かりますか。説明不足だったら、

もう一度丁寧に30分ぐらいかけて話しますけど、いかがでしょう。 
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〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   基本的に軽自動車でありましても、物を運べるような軽自動車のほうを大分そろえておりますので、その点を見

るとかなり密着するような形ではないかなと思っています。今委員さん言われたような形の軽自動車を買うときに

も、一つの配慮点として注意させていただければなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、20番、２款４項、選挙管理一般事業。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 選挙そのものをどうのこうのというわけじゃないんだけども、今窓口号が選挙の期間中は、

期日前投票でね、移動をかけているんですけども、南部に限定されているという形の中で、高齢化しているところ

でもって、その限定じゃなくて、もうちょっと範囲を広げる中でもって必要に応じて地域拡大することができない

のかなと。単純にこれは投票率上げるということだけじゃなくて、やっぱりそういうところにいてでもちゃんと選

挙に参加するという、この位置づけをやっぱり条件整備としてやっていったらどうだろうと。何回か窓口号でもっ

て期日前投票やっているもんですから、かなりあちこちに知られてきているというのがあると思うんですね。だか

ら、そういうものでもってこの拡大については、地域拡大についてはいかがなものかというとこなんですけども、

今年またちょうど選挙ありますんでね、その辺のところをお聞かせいただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今南部地区のほうで移動期日前投票所のほうを開設させていただいているという部分につきましては、期日前投

票所から離れているですとか、期日前の投票率が低いという部分の中で決めさせていただいております。今後ほか

の地域への拡大というようなことでございますけども、選挙期日内にどれだけ回れるかという部分もございますし、

その辺も含めて地域の区長さんとかともですね、相談した中で、どのような対応ができるかという部分で協議して

まいりたいなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ぜひ一歩踏み込みしてください。現状でもってね、昨年の選挙の状況を見たりすると、皆さ

ん慣れてくると投票所でもって、その時間がね、僅かでもって対応できると、車来るの待っているというような状

況もあるわけなんですよ。だから、そういうのをより効率的な形でもってやっていくには、やっぱり地域区長さん

方とも相談だし、やみくもにどこでもこういうのやりなさいという、こういうことを言っているわけじゃないんで

ね、そういう状況のあるところというのは、要望のあるところというのは、本当に交通の便がよくない高齢化が進

んでいる、そういうところでありますので、その辺のところはぜひ踏み込みをしていっていただきたいなと。恐ら

くこれまでやってきた中でもってね、投票された皆さんの声も聞いていると思うんですけども、皆さんの声の一、

二もしここでもって報告できたらしていただくとありがたいですけど、いかがでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   私も何か所か行かせていただきましたけれども、本当に来ていただいてありがたいという部分のお話をいただい

ているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、24番、９款１項非常備消防費。 

   島田委員、いいですか。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（天野京子） じゃ、飛ばします。 

   25番、９款１項コミュニティ防災組織育成推進事業。 

   皆さんのほうで。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） はい、簡潔にお願いいたします。皆さんです。どなたでもどうぞ。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） お願いいたします。では、まず初めに、避難所運営を目指した研修会について伺います。 

   研修の詳細についてお聞きしたいんですけれども、福祉スペースや要配慮者への対応も含めての内容かどうか、

そういったところも含めて、詳細をちょっとお聞かせ願います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   避難所運営研修につきましては、一応避難所運営関係者から集まっていただきまして、令和４年度に作りました

避難所運営マニュアルというのが各避難所にできておりますので、それに基づいた研修というような形で、要は避

難所の受付方法だとか施設、それから無線設備の確認ですとか、避難所運営での役割分担のほうを確認させていた

だくような形で取り組んでいるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） その中で、障がいのある方とか、高齢者の方とか、あと外国を含めた言葉の壁のあるような

方とかについての対応も含む形になりますかね、それともそれはまた別というような形でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   そのような部分まで踏み込めていない部分もありますけれども、障がいがある方につきましては福祉避難スペー

スというような部分を設けていこうという中で、運営研修会に参加した方からもマニュアルを見た中で進めていっ

ていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 承知いたしました。 

   それで、今防災士のいない組織ですとか、あと高齢になられたりして、新たに防災士の資格取得が必要な方が必

要な組織等、実態はどのようでしょうか。新年度は、防災士のいない組織に対してどのように働きかけていく御計

画かお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   令和７年につきましては、防災士の養成講座のほう開催させていただくということで、これまでも防災士の養成

については取り組んできたところですけども、そのような中で各自主防災組織に１名以上の防災士の配置というよ

うな形で目標に取り組んできましたけども、今現在19組織で防災士がいない組織がございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） 承知しました。 

   それで、自主防の組織で、活動の実態というんですかね、実際に活動がどのくらいできているかなということが

把握できて、いないような、活動が確認できない組織の把握の現状についてはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 
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〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   自主防災組織の訓練につきましては、今年度の取組ですとか実績をどうだったかという形で毎年度取っておりま

す。令和６年度につきましては、まだ今現在集計中でございますが、当初春先に出しました訓練の実施予定団体に

つきましては、一応88団体ございまして、訓練の実施見込み率につきましては、69.3％というような状況でござい

ます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） すみません、活動ができていないような理由についてはどのようなことを考えられますでし

ょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 活動ができていない理由といたしましては、高齢化が進んでいるですとか、活動をやっても

いつも同じのマンネリ化ですとか、そういう部分も含めて、自主防災組織の長さんも町内会長が兼ねているという

ことで、１年交代で替わっていく中で、なかなか去年やらなかったから今年もやらないでいいのかというような気

持ちの中で、なかなか進まない部分もあるのかなと承知しています。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） そういった中で、事象はすごく重要な役割を担っているというふうに思うんですけれども、

そのような状況の中で、新年度どのように働きかけをしていくお考えかお聞かせ願います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   自主防災活動につきましては、組織ごとに差があるような形でございますけども、平時の活動がですね、やっぱ

り万が一の災害発生時にも生かされてきますので、訓練が実施されないようなところに対しましては、毎年度調査

していますけども、うちのほうから出向いた中で、どういうような取組をしていくかというような話を聞きながら、

訓練等に結びつけていければいいかなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 私は、国民保護計画、弾道ミサイル訓練の件でお伺いいたします。 

   以前、国、内閣府ですね、それから県、市の３者共同による弾道ミサイル訓練、この共同訓練、これが全国、そ

してまた新潟県内でも多数行われているので、それをしたらというような質問をしました。令和６年度では新潟県

内において手を挙げている市町村がもう多数ですので、といったところで昨年は新井中央小学校等々で開催をされ

ました、市独自で。次年度、令和７年度では、これに対する訓練はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   国民保護訓練につきましては、今年度３か所で実施させていただいたところでございますし、令和７年度につき

ましても妙高市の国民保護計画の定めるところによりまして国と県とですね、共同してですね、訓練のほうを実施

したいと思っていまして、そのような取組を進める中で住民の理解の促進を図っていく予定でおります。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いいたします。まず、円滑な避難所運営を目指した研修会の開催について１点お伺いし

ます。 

   先ほど岩澤委員とのやり取りの中でいろいろ分かりました。先日２月にですね、ＮＰＯ法人みずほっとさんと市

の防災係と避難所運営について意見交換を行ったということを伺っております。その内容というか、話の状況ちょ
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っと伺ったんですけれども、地域によって防災に対する温度差が非常にあるのかなというふうに思っております。

指定避難所が何なのかだとか、そこら辺もやっぱり分からない部分もあったりするので、指定避難所に関する情報

共有とか、防災意識に対して今後も研修会を行う中で各地区の状況に合わせたものにしていく必要があると思うん

ですが、その辺りの市のお考えをお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   避難所運営につきましては、やはり災害時の重要な要素だと思っております。そのような中で、先ほどもちょっ

と申しましたけども、市内の34か所の避難所を令和５年度までに指定避難所のほうを回りながら、いろんな役割分

担等の確認をしている取組も進めておりますし、また年間通じまして市内４会場を設定させていただく中で、災害

時の対応等の話ですとか、それぞれ指定避難所につきましても、いろんな自主防災組織の皆さんが集まってきます

ので、その中で意見交換をさせていただいておりますので、その中で情報共有を図る中で、訓練の実施につなげら

れたらなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひ情報共有をしながら各地区の現状に合わせていろいろと工夫をしていっていただけたら

と思います。 

   ２点目です。防災士への活動支援についてお伺いします。今回資格取得を支援するということで養成講座もやり

ますが、資格を取得した後ですね、活動へつながる取組というのを妙高市防災士会の事務局を市がやっていらっし

ゃると思うんですが、その活動につながる取組はどこがどうやって決めてやっているかというのをお願いいたしま

す。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   防災士会の取組でございますけれども、こちらにつきましては、まず市で行っている避難所運営ですとか、開設

訓練のほうに防災士のほうから参加していただいたり、それから防災士研修で学んだことを地域等での防災活動の

企画ですとか防災意識の啓発につなげていっていただいているところでございます。その中で、今190人ぐらいの防

災士さんがいるんですけども、地域の防災リーダーとなって活躍していく機会を提供していくことも今後ちょっと

必要なのかなと感じているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） じゃ、もう一点すみません、お願いします。防災士の活動に対する報償費の支給ということ

であります。各地区の防災士が活動をするに当たって、その活動内容というのをどのようにして確認するのかとい

うところをお願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   基本的には市で要請しておりますのは、地域の自主防災組織で防災リーダーになっていただきたいという部分で

お願いしている部分でありますので、その中で自主的に講話をしていただくとか、啓発活動をしていただきたいな

と思っております。ただ、啓発活動とかで時間等、講演等する場合につきましては、１回当たり2000円の謝礼とい

うことでお支払いさせていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 一、二お願いします、自警消防団の関係です。14団体ありますと。自主防災と自警消防団と
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の関係というのは、私も以前地元で絡んでいたときに非常にそのやりくりが面倒だというか、分かりづらいという

か、そういう形があったんですけども、実際にはここの自警消防団の活動というのは、自主防災との絡みの関係で

はどんな形になっているのかなというふうに、分かったら教えていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ちょっと申し訳ございません。自主防災と自警消防団との関わりのちょっと資料が手元にございませんので、ま

た後ほどお話しさせていただきます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 自警団はね、恐らくね、自主防のほうじゃなくて消防費の関係のほうでもってやったほうが、

消防団との絡みでやったほうが関連性がつながりがいいんじゃないかなと私思っているんです。そんな絡みでもっ

て、後でもってお聞きします。 

   ＡＥＤの屋外設置を今回ここで推進しますと出てきているんですけども、以前はこれはリースで借りているもん

で、高価なもんだからなかなか面倒だという形だったんですけども、これはどういう形でもって進めていくのか、

今後の拡大状況どうなのか、その辺のところをお聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ＡＥＤの屋外設置につきましては、先ほども提案説明でもさせていただきましたけども、小・中学校、特別支援

学校等を中心に屋外に設置するんですけども、そのときに屋外向けのＡＥＤを保管するケースのほうをそろえまし

て、そこにＡＥＤを配置するというような形で進めてまいります。ただ、屋外設置となりますと、盗難ですとか冬

の対策等もございますので、その辺今回配置させていただきますけれども、今後ちょっとその状況等を把握、様子

を見させて、次の展開をどうしていくかというのは検討していきたいなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 屋外設置は、大いに必要なことだとは思っているんですけども、屋外ボックスの中へ入れた

屋外設置ということになって、鍵かけてしまえば屋内も一緒になっちゃうからあれなんだけども、その鍵の管理と

かというのはどういう位置づけになっていますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   屋外ボックスにつきましては、鍵をかけないで緊急時に対応できるような形での設置を考えております。 

〇委員長（天野京子） よろしいでしょうか。すみません。 

                   〔「いいです」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 途中ではございますが、議事整理のため午後１時まで休憩をいたします。 

休憩  午後 ０時０２分 

再開  午後 １時００分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 午前中に霜鳥委員のほうから自警消防団と自主防というような関わりということで御質問い

ただいておりましたので、そのお答えをさせていただきます。 

   自警消防団につきましては、市内に今14団体が活動していただいておりまして、地域の中での自警、自分たちの
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地域を守る活動というような形で啓発活動ですとか、自分らで所有してポンプの点検整備を進めているという部分

でございますので、一応コミュニティの中での活動ということで、コミュニティ防災組織の中での予算づけをさせ

ていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 自警消防団の活動形態の中で、やっぱり活動形態の中でもって一番課題となってくるのは保

険の関係があったんですけども、保険対応というのはどういう位置づけでやっていますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   市のほうから自警団に対して出しているのは、１団体２万円程度の補助金という形で支出させていただいており

ます。その中で、ちょっと詳細分からないですけども、保険の経費というのがあるのかないのかというのはちょっ

と今確認できておりません。申し訳ございません。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） すみません。保険の関係については、公設消防との絡みの中でもってやりくりしていたとい

うのがいろいろあるんですね。市から出ている２万円というのは、活動補助の関係でもって出ていたはずなんです

よ。そんな形でもって、これから拡大していったほうがいいなと思っているのは、保険の絡みがあるんで、特別消

防団員の位置づけでもって公設消防との絡みを深めていったほうが、地域防災の自主防の関係でやっていくよりも

安全を図れるという、補償という形も出てくると思うんですけども、それを今後発展させていくべきじゃないかな

というふうに思うんですよね。そうすると、特別消防団の位置づけになってくると、５年間すると退職金が出ると

いう位置づけもあったりしていてね、保険も保障されるってあったりしていてね、だからこの辺のところをきちん

と踏み込みしていく必要があると思うんですけども、いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   予算上は、消防団に関する経費につきましては非常備消防のほうでも盛らせていただいている部分でございます。

今の自主防の消防団のほうと特別消防団員との関わりになってくるかと思いますので、各自主防災組織等と意向と

いいますか、その辺の話もですね、する中で、今後の取扱いというのは協議していく必要があるのかなと思ってお

ります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そこはしっかり踏み込みしなきゃ駄目だと思うんですよ。自主防と自警団とは位置づけ違い

ますんでね、だからそれを一緒くたにしてしまうと、運営上でもって非常に地元は混乱を来します。したがって、

そういうんであれば自警団を公設消防団との絡みの中で特別消防団員の班にして、公設消防だって団員が不足して

いるという位置づけの中で連係プレーをそこで取れるという形もありますんでね、特別消防団員については地域外

は出なくていいし、訓練だって特別な訓練に参加しなくたっていいし、そういう位置づけもありますんでね、そこ

のところをもっときちんと対応していく必要があると思いますので、ぜひ進めていただきたいなと。補償の問題も

絡みますんでね、事をあっちゃ困るけども、そういう位置づけでもって進めていただきたいと思うんですが、いか

がですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   自警団等の補助金申請等の部分で実績報告を受ける部分もありますので、いろんな機会を通じた中で、その辺の
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話もさせていただければなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ＡＥＤの維持管理で屋外設置、これ本当にありがとうございました。というか、もう本当に

よかったです。皆さんというか、防災訓練だとかそういうときに消防の女性部の方々が一生懸命ＡＥＤに対して運

動されて啓発している部分があるんだけれども、やはりこれで一歩ね、何かあったときに、地域住民も何かあった

ときの対応というのを学ぶことで非常に前向きに進んでいくことで喜んでられると思います。これを機にですね、

また一歩一歩検証して、まずそれがどうなのか検証すごく大事だと思うから、検証されて、それで早めのまた増や

していくような形を取っていただければと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） じゃ、いいですか。 

   26番、９款１項消防施設・資機材整備維持管理事業。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いいたします。器具置場の改修、建て替えということで、妙高５の１葎生地域

のものをやるということなんですけれども、ほかの分団というかですね、からも、中には器具置場、待機所のほう

に休憩所がないというような声も伺っています。市のほうにも要望はして、団を通じて要望はしているということ

なんですけれども、団員不足の折でですね、やっぱり何かあったときに詰めているときに、長時間になったときの

休憩所というような位置づけからも必要になってくるというところもあるので、計画的に、５か年計画で計画的に

やっているのは分かるんですけれども、各団からのですね、声を聞きながら、計画的に進めていく必要があると思

いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   各地域なりそれぞれの地域のほうからもいろんな要望をいただいております。消防資機材の５か年計画の中で検

討する中で、どのような、今委員さん言われているのは要望があれですけども、可能な限り優先順位づけをする中

で対応してまいりたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。近くに公民館があるところは、優先順位が下がっていくということ

も伺って、公民館使えばいいんじゃないのというようなお話も聞いているんですけれども、なかなか何かあって集

まるたんびに公民館の鍵をわざわざ借りに行って、そこで公民館で休むというようなですね、ところがなかなか手

間というか、そこまでやらないのかなというふうに思うので、また状況把握しながら計画的に、そして要望があっ

たら早めに、いずれも早めにちょっと方針をお知らせいただくということをですね、ちょっとやっていただきたい

なというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、27番、９款１項災害対策事業。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いします。災害対策事業がいいのか分からないんですけれども、主要河川以外

の中小河川に係るハザードマップのですね、浸水想定が今県から示されて、これからつくるということなんですけ

れども、これ前にも言ったような気がするんですが、例えば和田地区の開発区域等でですね、結構浸水想定がもう

かかっているところも多くあって、私も友達とかから結構連絡が来て、浸水想定入っているんだけど、保険の関係
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で水害特約入ったほうがいいのかねなんていう連絡もいただいたりするんですけれども、保険に入る入らないは個

人の考え方だからいいんだけれども、行政側として宅地等を開発するというのが分かった際に、業者側に対してそ

の住民、居住予定者の方へのリスク周知ですとか、そういったところの指導というか、そういったものが必要じゃ

ないかと思うんですけれども、いかがお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   現在ハザードマップにつきましては、古い部分でございますけれども、住宅建設する部分に対しましては所管の

部分との情報連携をさせていただいて、所管のほうからその辺の地域の状況については説明させていただいている

と認識しております。 

〇委員長（天野京子） それでは、歳出に対するそのほか質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行いたいと思います。 

   歳入ですが、19番、15款１項庁舎使用料。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。 

   続いて、22番、16款２項デジタル基盤改革支援補助金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、デジタル基盤ということなんだけれども、これって毎年この予算というのは入って

きているんでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   この補助金につきましては、令和７年度で行います国のシステムの標準化に対するものに対しての国からの補助

金ですので、これは令和７年度で完了する予定でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 何年ぐらいこれ続いて、単費じゃなくて、その１回だけのやつなんですか。何年も続いたん

ですかね、これって。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   この補助金につきましては、情報システムの標準化、共通化に対する経費でございまして、昨年度から来ている

ものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この基盤整備という基盤改革ということなんですけれども、この補助金がメインで充てられ

ているところというのはどこですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   この補助金の充当先ですけども、スマート自治体推進事業のですね、情報システム標準化、共通化対応業務委託

料の２億5900万円の部分に充当させていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） どちらに委託されているんでしょう。委託するお考えでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   情報部分につきましては、令和４年度から包括委託ということでさせていただいておりますので、カシックスと

いう企業のほうに委託しているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、カシックスというところでやられているんですけれども、それに対する効果という

か、どれぐらいの内容でできているのか、評価をどのようにお考えになっているんでしょう。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   令和４年度から情報システムの最適化という部分で進めさせていただいておりまして、これまでの報告、委託前

と委託後を比べますと、年間440万円の経費の削減につながっているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、37番、18款１項本庁等職員駐車場貸付料。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ前も決算のときも言ったと思うんですけれどもね、できればね、私思うんだけれども、

職員の皆さん方がやはり働く職場にね、やっぱり駐車場代を取るというのはどうかなと私思うんですよ。駐車場を

取って、それでしっかりと敷地というけれども、今現状見たって雪がね、ああやって山のように置いてある。そう

いうことすらしないで、私は職員に対する駐車場代というのは、私はこれ今後なくすべきだというふうに思うんで

すけれども、その辺どのようにお考えでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   最初にすみません、先ほどのカシックスへの委託の件ですけども、申し訳ございません、440万円ほど年間削減と

いう話をさせていただいたんですけども、令和３年度と令和５年度の比較ですと、年間340万円ほどの経費の削減だ

ったということで修正させてください。 

   それから、駐車場の使用料でございますけども、９月のときにも御意見としていただきました。この部分につき

ましては、平成20年から月額1300円ということで徴収させていただいておりますけども、駐車場のほうの公有地を

駐車場として使うことでの市民感情への配慮ですとか、また無料とした場合になりますけども、一般市民の利用で

すとか、近隣事業者の皆さんからの利用等も想定されるという部分の中で、使用料のほうを取っていくというよう

なことを組合との合意の下で進めてきているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私は、市民感情云々よりも、仕事場に行くのに駐車場ぐらいはね、提供してあげるべきだと

思うし、ましてやね、交通網が今のトキ鉄だけ、あとバス、市民、だけど遠いところからも来る人もやっぱりいま

すよ。ガソリン代がこれだけ高くなってきている、高騰しているこの状況の中で、また駐車場代をね払うというの

は、これはやっぱり職員にとっても、私はここで言うことは言う、是々非々できちっとするべきだけれど、ここは

ね、私はね、なくして、やっぱり燃料費だってかかるんだから、その辺は必要だと思いますよ。交通費出ているん

ですか、じゃこれ。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   通勤手当につきましては、条例に基づいて支出させていただいて、支給しているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 条例に基づいて支出しているということですけれどもね、そこまでの間のね、この最近の燃

料費の高騰、これはもう異常ですよ。この状況の中で職員の皆さん方が働くにも、じゃ燃料費それで賄っていく、

家庭だって厳しくなっていく、この現状というのは、これ全国民がやっぱり本当に疲弊している部分に私はなって

くると思います。その面において、職員のこれからの応募、みんな辞めていく、若い人たちが辞めていくとか、そ

ういうことを考えるならば、こういうところこそやはり考えてあげるべきだと私思うんだけれども、その辺はいか

がお考えでしょう。市長は、どのようにお考えでしょう。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   駐車場というのは、その周りの職場の均衡もあると思います。特に新井の駅前の事業所においては、働いている

方は民間の駐車場を借りて、そこでお金を払って通っていらっしゃる方もいらっしゃいますので、その辺のバラン

スを見て、今は本庁だけの職員の駐車料金を徴収させていただいております。冬期間においても除雪をさせていた

だいておりまして、この除雪に関しては基本的には道路除雪の延長というような形でお願いしておりまして、市の

ほうから公費を払っておりますので、そういう意味で今本庁の職員に駐車場代をいただいております。この金額が

決して妥当かどうかという判断は別にしてですね、やはりバランス、周りの地域特性に応じて一定の料金を負担し

ていただくという方向性は、私は維持していきたいなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 市長がね、その考えでやるんだったら、これ仕方ないと思いますけれども、やっぱり市民、

職員の感情、職員の皆さんのことを考えるんだったら、私は職場に行って仕事をするのに当たって、それぐらいの

福利厚生と言ったらおかしいけれども、やってあげることも重要じゃないかなと。これからそういう職員の若い人

たちにしてもそうだけど、ここにいてもらいたいということを考えるなら、それなりのやっぱり考え方、それは周

りのね、駐車場借りるとか、それも分かりますよ。それは今までの世の常だけど、だけれども今後のことを考えた

ときに、そんでなくても人材が不足していく状況の中に、何らかのやっぱり配慮も私は必要だというふうに考えま

す。 

   もう一つは、市民感情というけれども、一番の私は市民感情で思うことは、じゃそこは除雪しているけど、じゃ

実際玄関前のところのあれだけの山になっている雪、それで駐車場がスペース、だったら何であれ排雪しないのと

いうことも私は重要だというふうに思いますよ。だから、その辺を含めたいま一度やっぱり考える必要もあるんじ

ゃないかなと私は思います。 

   以上です、これは。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、48番、22款５項雇用保険料。 

   宮澤委員。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。 

   62番、23款１項庁舎等管理事業。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。予算書の102、103ページになります。庁舎等管理事業に150万円市債が充てら

れています。これ具体的には何に充当していますでしょうかね。 
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〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   起債を充てている事業につきましては、コラボホールのプロジェクターの整備に係る経費に充当しているところ

でございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 150万円を借金して市債を借りるその意味、必要性ってどのようにお考えでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今回の予算編成に当たりましては、過去最大の予算規模になったというような話でございます。多分予算編成に

当たりまして、財政部局において財源のほうを確保するために全体調整の中で起債のほうを活用していくというよ

うな形で判断されたものと思っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） そうなんでしょうけども、普通に見たときに歳入の市債全体で約16億円ですよ。16億円ね。

その中でこういう維持修繕に係る取替えで150万円を借金して、利息もね、無利子じゃないんでしょうけど、利息も

取られていくんだと。10年とか15年償還ね、向こうに向かって返していくんだというような話ですけど、どうなの

かなと。100万というところでは、今ね、総務課長さんに言ってもあれなんですが、今後のそういう予算要求の在り

方については、それは原課の皆さん方も十分財政部局と話し合ってですね、本当にこれ借りなくちゃいけないもの

かねと、もっと普通の一般財源対応で十分できるんじゃないのと、あえて借金して、利息つけてというような議論

は、それはしていただきたいなと思います。いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   予算編成に当たって、財源充当をどうするかという部分も含めて財政部局と協議のほうをさせていただければと

思います。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち総務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第１１号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号）の当委員会所管事項

についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号）

のうち総務課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の13ページを御覧ください。まず、歳出から御説明いたします。下段の９款１項１目常備消防費は、

上越地域消防事務組合におきまして、職員の給与改定による人件費の増額や救急車両の更新に伴い、予算に不足が

生じることから、同組合に対する分担金を補正したいものであります。なお、同組合の運営につきましては、当市

及び上越市による分担金により賄うこととされております。 
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   次に、その下から15ページにかけまして、９款１項４目災害対策事業は、避難所における快適なトイレ環境を確

保するため、トイレコンテナを新たに２基整備するとともに、簡易ベッド900台、テント式パーティション470張り、

仮設給水タンク８基の補助について、必要な費用を補正したいものであります。 

   次に、歳入について御説明いたします。補正予算書11ページを御覧ください。上段の16款２項１目７節新しい地

方経済・生活環境創生交付金は、今ほど説明いたしましたトイレコンテナの整備、簡易ベッド等の補充に係る費用

の２分の１を国からの交付金を活用するものであります。 

   下段の23款１項７目災害対策事業債は、トイレコンテナ及び仮設給水タンクの避難所用備品購入費のうち、交付

金を除く費用の全額を起債により対応するものであります。 

   続きまして、繰越明許費について御説明いたします。補正予算書の４ページを御覧ください。第２表、繰越明許

費補正の下段、９款１項消防費の災害対策事業は、第一に新たな洪水・土砂災害ハザードマップ作成業務委託にお

いて、その基礎となる新潟県の洪水浸水想定地域の指定が遅れたこと、第二にトイレコンテナ等の災害用備蓄品の

購入について、国の補助を活用した事業であること、これらを理由に、年度内の事業完了が見込めないことから、

次年度に事業を繰り越したいものであります。 

   以上、総務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第11号の当委員会所管事項のうち、総務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 災害対策事業についてお尋ねいたします。 

   この避難所の環境改善というのはですね、非常に大事なことだろうな。今大船渡や何かでですね、大規模な避難

が行われております。大震災のときに私も災害ボランティアで行って、避難所の開設だとか運営について携わって

まいりましたけども、さま変わりだなと。随分とプライバシーの面だとか、あるいは環境改善が進んだなという印

象を持っております。そういったことから、この環境整備についてもですね、早急な整備というのは非常に重要な

ことであるし、タイムリーな補正予算であるというふうに認識しているところでございます。その中でちょっとお

聞きしたいんですけども、備品で3700万、それから消耗品で1900万となっていますが、この消耗品についてはどう

いったものでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   消耗品の内訳につきましては、簡易ベッド900台、それからテント式パーティション470張りの経費でございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 地域の防災訓練の一環として避難所のですね、内容等についても各区長さんからお集まりい

ただいてですね、内容を点検したりした事例といいますか、そういうふうにしていただいたところもあります。そ

ういった中ではですね、例えば簡易トイレの凝固剤ですか、ああいったものが保存期限を過ぎているとか、そうい

ったものも見られました。そういったそろえるのは大事なんですけれども、そういう本当にいざというときに使え

るような体制のですね、整備も非常に大事なんではないかなというふうに思っております。トイレコンテナですけ

れども、今の流れでいきますと、トイレカーとかですね、移動式の、コンテナですとそこへ据えたきりということ

になろうかと思うんですけれども、どこで災害が起こるか分かりませんので、そういったときに機動的に運用でき

るようなトイレカーというものについてはどういうふうにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   トイレコンテナ購入に当たりまして、トイレカーですとかトイレコンテナとかについても検討してきたところで

ございます。ただ、トイレコンテナにつきましては、中のトイレ設備につきましては日本製という部分の中で、今

後の維持管理を使う中で非常に今後にいいという部分の中ですとか、段差の解消にもつながっているというような

部分で、こちらのほうのトイレコンテナを購入したいということで決めたところでございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） トイレカーのほうのですね、先日の隣の市の総括質疑でもその話が出ておりました。広域的

な災害のときにはお互いに貸し借りをするとかですね、そういったことで支援体制を組むというようなことも視野

に入れて検討しておるようですので、今後対応についてですね、御検討いただきたいというふうに思います。 

   それから、こういったことを整備するというのは非常に大事なんですが、もっと大事なのは実際使えるかどうか。

実際運営する地域の人たちだとか、あるいは市役所の職員の方だとか、あるいは防災士だとか、そういった方々と

実際に使ってみてですね、何が問題なのか、どこをどうすればいいのかというのをですね、実際に検証してみる必

要があるんじゃないかなというふうに思っています。その辺について、室長さんはどういうふうにお考えでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） 危機管理室長。 

〇危機管理室長（阿部厚志） お答えいたします。 

   各自治体の自主防災組織の訓練の中で、実際にこういった備品等を使用していただいて、訓練の際に使っていた

だくということで使用に慣れていただくということを想定しております。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） ぜひですね、いろんな子どもだとか、あるいは女性とか、お年寄りとか、避難所に来る方は

ですね、非常に多様な人たちになる、昨今の状況を見ますとね。ですから、いろんな方に対応できるような形でで

すね、ただ役員の皆さんが知っているというだけでは、いざというときうまく動かなくなると思いますので、多様

な皆さんに訓練に参加していただいてですね、経験を積んでいただくということは大事かなと思っております。そ

の辺についてはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 危機管理室長。 

〇危機管理室長（阿部厚志） お答えいたします。 

   昨年中止になりましたが、市の総合防災訓練等を実施いたします。来年度につきましても９月頃に予定をさせて

いただいているところでありますが、そういった中で地域の皆様から、小さいお子様からお年寄りまで触れていた

だく機会を設けてまいりたいと考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） トイレコンテナとか、簡易ベッド等ありますよね。これはどこに保管しておくんでしたっけ。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   トイレコンテナにつきましては、平時から利用できるような形の中で、防災道の駅ですとか、あと妙高高原地域

では合宿のランナーに対応できるような形でトイレコンテナのほうを設置していきたいなと考えているところでご

ざいます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 簡易ベッドとかほかは、どこに設置、保管しておくんですか、これ。 

〇委員長（天野京子） 危機管理室長。 
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〇危機管理室長（阿部厚志） お答えいたします。 

   簡易ベッド、テント式パーティションにつきましては、各避難所にですね、均等に配備させていただきたいとい

うふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 給水タンクは。 

〇委員長（天野京子） 危機管理室長。 

〇危機管理室長（阿部厚志） お答えいたします。 

   給水タンクにつきましては、給水をしますのが上下水道局になっておりますので、上下水道局のほうで一括管理

をしていただく予定にしております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） トイレコンテナについて伺います。 

   今回２基という形になっているけど、今手持ちがほかにあるのかどうなのか、これが初めてなのか、その辺どう

ですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   トイレコンテナにつきましては、今回新規に購入するものでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 今ほど説明の中にあったかと思うんですけども、これは災害対策用という形なんだけども、

通常のイベント対応等でも使えるんだろうというふうに思うんですけども、利活用の点ではその辺のところどうな

のか。もしそれでもって利活用を一緒に併用して進めていくということになれば、今回これを使ってみて、使用し

てみた関係の中で、また増やすことも可能じゃないかなというふうに思うんですけど、その辺の考え方いかがです

か。 

〇委員長（天野京子） 危機管理室長。 

〇危機管理室長（阿部厚志） お答えいたします。 

   今回、トイレコンテナということで導入させていただくわけですが、こちら固定式ではなくて移動式ということ

で考えておりまして、25トンクレーンでつり上げてトラックで運べるというものになっております。なので、各種

イベントとか総合防災訓練とかで使用していただくことを想定しております。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   議案第11号の当委員会所管事項のうち総務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

   それでは、ここから13号から17号までは全て総務課所管の条例関係となり、討論、採決がありますので、皆様よ

ろしくお願いをいたします。 

                                                     

  議案第１３号 妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び特別職の職員の給与に関 

         する条例一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） まず、議案第13号 妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び特別職の職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定についてを議題とします。 
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   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第13号 妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例及び特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、妙高市特別職報酬等審議会の答申に基づき、令和７年４月１日から市議会議員の報酬額及び特別職の給

料額をそれぞれ1.1％引き上げる増額改定を行いたいため、条例の一部を改正したいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第13号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第13号 妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び特別職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１４号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定 

         について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第14号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第14号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、参照条例

に条ずれが生じることから、条例の一部を改正したいものであります。 

   なお、施行期日は関係法の施行の日からとしておりますが、令和７年４月１日に施行されることとなっておりま

す。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第14号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 
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   議案第14号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１５号 妙高市職員定数条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第15号 妙高市職員定数条例の一部を改正する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第15号 妙高市職員定数条例の一部を改正する条例議定につ

いて御説明申し上げます。 

   本案は、今後の行政運営に必要な職員の定数と部局間の配分の適正化を図り、市民サービスの向上に必要な組織

体制を整備するため、条例の一部改正を行いたいものであります。 

   職員定数の考え方につきましては、現状の職員数を踏まえ、今後の行政需要に応じた人員配置、職員の年齢構成

の平準化、育児休業取得者への対応に加え、災害等の緊急業務への対応を考慮した定数としております。 

   市長部局においては、職員数の定数を182名から192名に、教育委員会部局におきましては、定数125名を120名に、

企業職員においては、定数21名を10名に変更したいものであります。引き続き、最小限の人数で最大の成果を上げ

るよう、職員数の適正化に努めるとともに、ワーク・ライフ・バランスを保ちながら職務に従事できる環境整備に

も配慮してまいります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第15号に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 現状で支障なくて効率的にということでもって増減やっているんだろうというふうに思いま

すけども、増えるところと減るところとトータルバランス云々というんですけども、私ちょっと分かんないんで教

えていただきたいんですが、企業職員の関係、上下水道の絡みになってくるんだろうと思うんですけども、これが

11名の減という形でもって、残っているのは、企業職員で残っている10名というのはどういう位置づけでなるのか

なと。上水道の関係については、建設課に入ってくるという形なんですけど、その辺のいきさつについてお聞かせ

いただけますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   企業職員につきましては、現在条例定数については21となっていたんですけども、この５年間の間でガスの民間

への譲渡ですとか、包括委託によりまして職員数が減ってきたことから、今回の改正で10名にしておきたいなとい

う部分でございます。ただ、今回の組織改正の中で建設課に統合されますけれども、企業職員というのは公営企業

法に基づいての設置というのは変わりございませんので、企業職員という形の中でここに位置づけさせていただい

ているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そうすると、この10名はそのまま建設課のデスクのとこへ来るけども、その班というか、そ

ういう位置づけでもってそこにいるという、こういう認識でよろしいですか。 
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〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   建設課の中に上下水道室というものをつくりますので、そこの職員の人数を想定しております。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） まず、ちょっと確認させてください。 

   改正前の定員総数は339人、それから改正後は333人でよろしいでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） そのとおりでございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 第６次妙高市定員適正化計画、令和２年から６年度までですけれども、それではですね、令

和６年４月１日の計画職員数が319となっております。既に現条例ではですね、20名ほど少なくなっています。また、

先日の行政改革大綱で出てきている職員数、６年４月１日現在ということですが、職員数が312人という数字が出て

います。令和２年から４年間で11人減っている。計画数から既に７人下回っています。現行の定員、職員定数から

は27名減というのが現実であります。ここら辺のところのですね、計画と定数、そういったものとの整合性という

のはどう考えたらよろしいんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   条例に載せてあります定数と実数の職員数というのが違いが生じている部分でございます。定数条例によって人

数につきましては、現在の実人数にプラスして、今後の災害時にもですね、緊急業務に対応できるような形の中で

少し増員、10名ほど増員した中で定数のほうを設定させていただいているところでございます。それで、実際これ

から、今現在定員管理計画のほうを策定しております。現在の職員数312名に対して、令和５年度につきましては、

その定員管理計画の中では今現在323人の職員数を予定しておりまして、そこに災害時の緊急対応分も含めた333人

を今回条例定数として提案させていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 災害になると急に職員増やすということなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 災害等が発生した場合に、緊急に職員対応しなくちゃいけないという部分も出てくることを

想定した中で、その分の余分を持って定数のほうを膨らましているという状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 職員数の比較というのは、なかなかどこでどういうふうに捉えるか、職種だとかそれによっ

てもですね。それから、行革で捉えるのと適正化計画で捉えるのとなかなか一致しないんで、どこがどうなってい

るのか難しいんですけれども、いずれにしてもですね、今ほど霜鳥委員からもありましたが、今後の需要を踏まえ

てということになると、企業職員10名、これから埼玉のどこかの市で下水道が大幅に損傷するとか、あるいは妙高

市では杉野沢のほうで大規模開発が行われるとか、今後の需要というのは、これ増大するんじゃないかなというふ

うに思うんですけれども、こういった企業職員10名、こういった形で対応できるというふうにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在につきましては、実数は企業職の８名ということで、今回定数は10名にするということで、２人分余裕見
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ているところでございますけども、今後の状況に応じまして必要が生じてくる場合につきましては、また条例改正

のほうで対応させていただければと思っております。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 教育委員会のほうもですね、図書館直営化という方向で進んでいると聞いております。そこ

ら辺となると、当然直営化ですから職員が増えるということになろうかと思うんですけれども、それも、そういっ

たものも加味して減らすという考えなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   教育委員会部局につきましては、これまで給食調理業務の民間委託の中で、現業職場については基本的には不補

充というような形で取り組んでおりますので、その辺も踏まえた中での定数設定をさせていただいているところで

ございます。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） この職員定数に関しては、なかなか中身が複雑でですね、会計年度任用職員を数えたり数え

なかったり、専門職をどういうふうに数えるかというのもいろいろありまして難しいんですけれども、基本的な考

え方としてですね、職員適正化計画、これが基本になるんではないかなと私は思っています。そこにみんな、先ほ

ども職員管理の中で説明もありましたけれども、今後の需要だとか動向だとか、今るる説明ありましたけど、そう

いうのも踏まえて計画をきちっとつくって、それの上で条例改正というのが普通じゃないかなと思います。今回の

場合はですね、令和２年３月末で切れる。次のやつは全然見えていない。そういった中で、この定数のほうを現状

に合わせてですね、４月１日から動き始めるわけですから、合わせざるを得ないというのはよく分かるんですけれ

ども、やはりきちっとした今後の方向、先ほど今後の需要を踏まえてとかというふうに説明されておられましたけ

れども、それであるならばなおさらこの計画をきちっと示し、こういう方向でやると、現実はこうだよ、こういっ

たことをきちっと整理をして、そして臨むべきではないのかなというふうに思うんですけれども、いかがでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今ほど委員さん言われた部分では承知、そのとおりだと思っております。今現在定員管理計画のほうをまとめ上

げている段階でございまして、その計画について今あまり詳しくは説明できませんでしたけども、令和11年度には

323人の職員数を目指して取り組んでまいりたいという形で進めておりますので、それを踏まえた中での今回条例提

案ということでさせていただいているところでございますので、御理解いただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） あわせてあれですけど、先ほどパブリックコメントの話がございました。この定員適正化計

画については、パブリックコメントはしないというふうに聞いております。その理由は何でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   内部における定員管理という部分の中で、一応パブリックコメントのほうは求めていかないというような形で考

えております。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 私はね、やっぱり行政の見える化必要ではないかなというふうに思っています。聖域を設け
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てはいけないなというふうに思っています。もちろん議会や何かでもですね、今現在もこうやってライブでやって

いますけれども、その場合にですね、これ今は開かれた行政運営というものが求められておりますし、大体自治基

本条例にそう書いてある。そういった意味ではですね、こういう職員の処遇だとか定数だとか、こういったものも

ですね、広く市民の皆さんの御意見をいただきながら運営していくと、そして市民サービスの向上につなげていく、

こういった姿勢が重要ではないかなというふうに思っております。市長、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） いただきました御意見をちょっと持ち帰らせていただいて、熟考させていただきたいと思ってお

ります。パブリックコメントはですね、今回要綱に基づいて一応制度運営をさせていただいておりますので、その

要綱のほうの見直しも含めて検討していかなければならないというふうに思っておりますので、御意見を承ってお

きたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第15号 妙高市職員定数条例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１６号 妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関する条例 

         の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第16号 妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び妙高市職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第16号 妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び妙

高市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例議定につきまして御説明申し上げます。 

   本案は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進

法の一部改正に伴い、時間外勤務の免除の対象となる育児を行う職員の範囲を小学校就学の始期に達するまでの子

を養育する職員に拡大すること、及び介護を必要とする状況に至った職員に対する措置等の規定を追加することに

ついて、妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正を行うとともに、引用する法律の規定を整理する

ため、妙高市職員の育児休業等に関する条例の一部改正を行いたいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第16号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 
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                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第16号 妙高市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１７号 妙高市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第17号 妙高市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例議定について

を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第17号 妙高市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例議定につきまして御説明申し上げます。 

   本案は、人事院勧告及び県人事委員会勧告に準じて、社会と公務の変化に応じた給与制度の整備を行うため、国

と同じ職務職責を重視した給料表に改正するとともに、段階的に配偶者に係る扶養手当の廃止と、子に係る扶養手

当額の引上げを行うほか、通勤手当の支給限度額の引上げ、管理職特別勤務手当の支給対象時間の拡大、特定任期

付職員への勤勉手当の支給及び業績手当の廃止など、諸手当の見直しを行うため、関係する条例の一部を改正した

いものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第17号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第17号 妙高市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定す

ることに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

   いいですか。 

                   〔「ちょっとだけ」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 市長から発言が求められましたので、どうぞ。 

〇市長（城戸陽二） すみません。先ほど宮澤委員さんから職員の駐車料金の御提案といいますか、御提言をいただい

た中で、私のほうで本庁職員と申し上げましたが、本庁及び支所職員から駐車料金をいただいているという形で訂
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正させていただきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） それでは、議事整理のため暫時休憩をいたします。 

休憩  午後 １時５６分 

再開  午後 ２時０２分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、企画政策課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算の当委員会所管事項を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） よろしくお願いいたします。ただいま議題となりました議案第２号 令和７年度新潟県

妙高市一般会計予算のうち企画政策課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入の主なものについて申し上げます。予算書の38、39ページを御覧ください。上段の16款２項１目２節

新しい地方経済・生活環境創生交付金の上から４つ目の地方創生推進事業の546万5000円は、関係人口の創出、拡大

による地域課題の解決や情報発信の強化、その下のつながる妙高若者プロジェクト推進事業の336万円は、サードプ

レイス妙高みんなの寄り道ベースや大学との連携によるまちづくりプロジェクトなどの財源として活用するもので

ございます。 

   少し飛びまして、66、67ページを御覧ください。下段の20款１項７目１節の特定防衛施設周辺整備調整交付金事

業基金繰入金は、生活交通確保対策事業と道路管理事業に充当するため繰り入れるものでございます。 

   次に、歳出の主なものについて申し上げます。106、107ページを御覧ください。中段の２款１項６目総合計画推

進事業は、第４次総合計画の初年度であり、市民やコミュニティ、事業所、行政が力を結集して、持続可能なまち

づくりを進めていくため、様々な機会や手法を通じて市民との対話を深め、市政への関心を高めていくとともに、

業務の改善や事業のスリム化等につながる行政評価制度への見直しに向け、先進自治体の仕組みについて調査、研

究に取り組むものでございます。 

   その下から109ページにかけての地方創生推進事業は、様々な地域課題や行政課題の解決につなげるため、首都圏

の官民共創施設や妙高をフィールドにした双方向のイベントを開催し、首都圏人材と地域人材のマッチングを促進

するほか、継続的な関係性をつくるためのオンラインコミュニティを運営し、関係人口の輪を広げ、まちづくりを

一緒に行うまちづくり人口の増加を図るものでございます。 

   続いて、110、111ページのつながる妙高若者プロジェクト推進事業は、若者と多世代とのつながりを深め、地域

への愛着を育みながら、中期的な視点から、まちの未来を担う人材育成や若者の地元定着、ふるさと回帰につなげ

るため、高校生にとって身近な第三の居場所として、妙高みんなの寄り道ベースを設置するほか、新井高校と大学

等による高大連携まちづくりプロジェクトなどを通じ、若者の活力を生かしたまちづくりを推進するものでござい

ます。 

   以上、企画政策課所管の主なものを御説明いたしましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し

上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

   それでは、歳出から行きます。 

   35番、２款１項総合計画推進事業。 
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   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。今ほど説明いただきました総合計画推進事業の中の業務改善事業の

スリム化につながる行政評価の仕組み構築ということなんですが、これ見直していくというお話でした。具体的に

何をどうするのかというのと、先進自治体、どんなところへ行くのかというのが今の時点で決まっていれば御教示

いただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   行政評価については、かなり昔から妙高市は取組を始めております。しかしながら、現状を申し上げますと、実

際にその評価が形骸化してきている実態がございまして、本当に事業が進捗しているのか、成果が上がっているの

かというところが見極めづらいような制度、仕組みになっております。その辺を見直しをしていきたいなというふ

うに思っておりまして、成果が数値的に客観的なデータで裏づけされて、それによって成果を上げるために何をす

べきかですとか、手法を別の手法にすべきかというようなことを判断をしていくような仕組み、制度にしていきた

いなというふうに思っているところでございます。 

   実際に先進自治体を調査したいなというふうに思っておりますが、今のところはインターネット上で情報収集を

しているところでございまして、今の現段階ですと大分がかなり我々が目指しているところに近いようなことをさ

れておりますし、県内ですと三条市もきちっと制度化、仕組みされているような情報がありますので、そういうと

ころを自治体として調査、研究したいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。具体的に、これ初年度、総合計画の実施初年度なので、令和７年度

中にもう仕組みを見直して構築をするというような考えでよかったでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   そのとおりでございます。令和７年度から総合計画がスタートしますので、それを振り返るのが令和８年度に１

回目の評価をするサイクルになります。ですので、今年度中に制度化をして、令和８年度から運用を目指したいと

いうふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、36番、２款１項地方創生推進事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 引き続きすみません、お願いいたします。関係人口の課題の解決プロジェクト推進業務とい

うことで687万円あります。これというのは、委託なのか、直営なのか、どちらでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この関係人口の課題解決プロジェクトは、委託をさせていただく考えでございます。中身といたしますと、今年

度も取り組んできております官民共創施設、渋谷キューズですとか、妙高市側ですとＭＹＯＫＯ ＢＡＳＥ ＣＡ

ＭＰ、ああいうところを拠点としたイベントを開催する、それから関係人口をつくっていきましょうという取組が

１つと、それと佐渡市と連携して広域型のワーケーションを推進することによって関係人口をつくっていきましょ

うという大きな２本立てでございますが、いずれも委託をして進めることを考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。２点目のワーケーション、広域型のワーケーションなんですが、多



 

 - 48 - 

分今年度も佐渡市さんが主体となってやられていると思うんですね。今度多分妙高市が主体となってやり、ＪＲさ

んともこれ一緒にやっているかと思うんですが、なかなか手間もあったりして難しいという話も聞いておるんです

が、その辺りは今年度の反省を踏まえてどんな形でやるとか、そういったのも委託だから、その委託業者がやるん

でしょうけれども、感触というか、そういったものがあれば教えてください。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   今ほど今田委員さんがおっしゃるとおり、今年度から試行的にやらさせていただいております。今年度につきま

しては、佐渡市さんのほうできちっと予算を確保していただいて、妙高市もワーケーションのエリアに加えていた

だいているというような座組でやらさせていただいておりまして、３月末まで、予約情報も含めますと今年度につ

いては10組56人泊の利用がある予定になっております。そのうち妙高市、佐渡市両方をエリアとしたものが２組10人

泊の予定でございまして、今年度佐渡市さんのお力をお借りしてやってみたところが、僅かですけども、妙高市で

も需要がありそうだということから、来年度きちっと予算化をして取組を進めたいというふうに考えておるところ

でございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） １点教えていただきたいという関係です。 

   概要の中では26ページなんですけども、いわゆる関係人口創出、首都圏人材との継続的な関係性の構築を図るオ

ンラインコミュニティの運営ということになるんですけども、こういう系統になると文書でこうやって書かれても

なかなか理解できないというような状況でいます。具体的にはどうなのかな。そこにやっぱりお互いにということ

と、こちらの地域の魅力を売り出していく、その関係を深めていくということなんだろうというふうに思うんです

けども、ちょっと具体的に教えてもらっていいですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   これまでも令和４年度ぐらいからでしょうか、それ以前からも関係人口の創出拡大につながる取組を進めてきて

おります。イベントですとかツアーですとか、そういうものを企画させていただいておりますけども、そこで関係

性が途切れてしまうということが１つ問題として浮かび上がってきております。ですので、何かしら関係性を継続

するような仕組みを構築したいなというふうに思っておったところです。今年度、その関係人口の課題解決プロジ

ェクトを委託している委託先の事業者さんの独自提案で、このオンラインコミュニティという提案がありまして、

実際に独自事業としてやっていただいているというものでございます。簡単に申し上げますと、スマートフォン上

のアプリでですね、双方向でいろいろと情報を発信したりできるというツールでございまして、対面でなくてもオ

ンライン上で、今妙高市はこんな状態ですとか、こういう問題がありますですとか、こういうことに関わってくれ

る方を探していますみたいなものを発信して、その会員さん、オンライン上での会員さんがそれに受け答えをして

くれるというような仕組みになっておりまして、そういう仕組みを活用しながら妙高市の地域の困り事ですとか現

状などを発信し、それに関心を寄せてくれる人たちをキャッチしたい、継続的に関係性を築いていきたいというよ

うなものでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そういうことになるとですね、個人的に全部ばらばらでもってわあわあというんじゃなくて

どこかに窓口を置いておいてなんですけども、やっぱり市民の皆さん、そういうとこに関心を持っている皆さんも

いろいろおられると思うんですけども、そういうところにこちらからももっとアピールして、窓口を広げてつなが
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りを広げていく中でもっていろんな情報収集しながらやり取りしていくという、こういう方法も大いに必要なんだ

ろうと思うんですけど、もうとにかく市民の皆さんにも大いにアピールしていくという、この必要性というのはあ

るわけですよね。その辺のところも含めた中でもって今後どういうふうにやっていくか、一気に広げたら何とかな

るって、こういうもんでもないとは思うんですけども、まずは知らないというほうが多いと思うんですけど、その

辺はいかがなもんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていきます。 

   今ほど霜鳥委員さんがおっしゃるとおりでございまして、我々考えがちなのは、首都圏にいる、市外にいらっし

ゃる方をキャッチをしたいということで、こういうコミュニティを運用したりするわけですけども、当然のことな

がら市民の皆さん方の双方向とのやり取りもあるでしょうし、我々行政に代わって市民の皆さん方が情報発信をし

ていただくことによってつながるということもありますので、その辺はオンラインコミュニティをきちっと仕組み

化した上で、市民の皆さん方にも情報発信をさせていただければというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、よろしくお願いいたします。今の関係人口創出拡大情報発信強化委託というの、

委託先なんですけれども、これって渋谷キューズとＢＡＳＥ ＣＡＭＰともう一つと言ったんですけど、幾らぐら

いなんですか。今ここだよね。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   今ほどの関係人口課題解決プロジェクトの中の渋谷キューズ等でイベントをする分について申し上げますと、

639万円を予定をしておるところでございます。それから、すみません。今ほどの関係人口に関係する情報発信の部

分ですけども、その部分は240万円を予定をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この情報発信するところは、どこに、どこで委託する予定ですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） プロポーザルによって公募いたしまして、業者選定をしたいなというふうに思っており

ます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ＢＡＳＥ ＣＡＭＰというのは、ここには幾らぐらいの予算を予定している。ＢＡＳＥ Ｃ

ＡＭＰって言いましたよね。言わなかった。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） ＢＡＳＥ ＣＡＭＰをこの関係人口をつくるための一つの拠点として活用していくとい

うことで先ほど御説明は申し上げました。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、その中で渋谷キューズなんですけれども、私２回ほど行っているんですよ。行

くのに当たって、入るのにも時間はかかるわ、それに制限の人数制限もあるわ、スマホとかパソコンで入れなきゃ

いけないとかいろんな制限が私あると思うんですよね。そこのところでイベントをやるといったって、どれだけの

ニーズがあるかというのが全く妙高市として私は読めているのかなと思うんですよ。実際、じゃ中に入って、そこ

のところの一つ一つのところに自治体もいますし、いろんな企業もいました。企業というよりも個人でね、やる事
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業がそこに集まっているんだけど、果たしてじゃそれが、私２回行ったんです。２回行って、果たしてそれが妙高

市にどのように交流ができて、どのようにこれが生かされるのか。要は交流人口イコール定住してくれるかという

ところが最終的な、人口を増やす、関係人口を増やすというところが最後の行きどころだと思うんだけれども、ど

うもそこに行き着かないんじゃないかなというふうに私の考えです。まず、入るのに非常に戸惑う。果たしてそれ

でいいのかなって、新しいその枠組みのところに果たして入っていいのかなというのが非常に私は不安視するとこ

ろなんで、そこに今の考えでいくと多分六百三十何万そこにつぎ込むんだったら、もっと違うやり方があったと思

うんですけれども、その辺を課長はあそこに何回か行かれていると思うんですけれども、地元の講習会みたいなも

のあそこで二、三回やっていると思います。地元の人が来て、地域がどのようなということで、例えば杉野沢の女

性もそうですし、それから妙高カフェの方もやられているということで、私も実際そこにね、行こうかなと思った

んですけども、ただそれと関係人口がどれぐらいの上がるかといったら、費用対効果ということを考えて、これか

ら10年先、20年先のことを考えたときに、果たして効果があるかどうか。市民があそこに入れるかどうか、興味が

あるか、それにそこに地域に住んで、地域というか、もう都内に住んでいる人たちがあそこに行くにどうしたらい

いのかって、もう本当コアな人しかいないんじゃないかなと思うんだけれども、その辺のお考えを教えてください。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   今年度から渋谷キューズを一つの拠点として活用させていただいておりますけども、当初は果たしてイベント等

を開催しても集まるのだろうかというふうな不安材料は持っておりました。しかしながら、今年度キューズで５回

イベントを開催をしておりますし、妙高市をフィールドにしたフィールドワークというものを２回開催しておりま

す。それには延べで127人の方が御参加をいただいております。渋谷キューズでのイベントですと、１回当たり20人

から30人ぐらいの皆さん方が集まってきていただいておりまして、一見すると少ないような人数に思われるかもし

れませんが、キューズのイベントスペースを活用してやるには30人でマックス程度ですので、イベントの内容もで

すね、実際に情報発信をして対話をするというような形式、ワークショップをするような形式を設けておりますと、

適当な人数かなというふうに思っておるところでございます。それと併せて、繰り返しやっていますと20代から30代

の若者の皆さん方も集まってきていただくというような傾向がありますし、妙高市出身者の方もですね、数人です

けども、リピーターとして顔を出してくださるような機会も獲得できております。ですので、一気に大人数を獲得

するということには結びつかないのかもしれませんけども、繰り返しやることによって少しずつ関係性が広まった

り、深まったりしていくのではないかなというふうに思っております。その中でできた関係性で、来年度ですね。

妙高市に来て、何か自分の持っている力を発揮しようというふうな今お話もいただいておりますので、そういうと

ころから少しずつ関係人口をつくっていきたいなというふうに思っておるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 課長、そうは言われるんですけれども、じゃ渋谷キューズに入るため、渋谷キューズとの契

約にかかる費用は幾らぐらいなんでしょう。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 今年度の予算と同額の110万円でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 110万かけて、そのほかにそこでのイベントが687万ぐらいかかるんでしょう。そうすると、

その額に対する人数が10名、20名増える。その10名、20名のために1000万近くを払い込む。これは非常に大きな額

だと思うし、もう少し例えば青山学院と連携しているんだったら、青山学院を拠点にして、学生さんたちからいろ
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いろと情報発信してもらうとか、そっちのほうがより効果的だと私は思うんですよね。どう考えたってあそこに行

く……議員の皆さんは行かれているかどうか分からないけど、私は２回行って、私は評価していない。あそこに行

ったときに、行ってあそこに入るのに時間がかかって、それで入る１日の枠が４名というその中に入ってというこ

とになってきたときに、果たしてそこでじゃコミュニティを取ってイベント、小さな人数を集めてやるんだったら、

大学の講義室を借りて集めたりだとか、ほかのカフェ、東京のカフェを使って集めたり、そっちのほうがよっぽど

私は効果的だと思うし、もっと情報発信、それで情報発信だってこの委託先というのはまた違うところで240万で委

託するんでしょう。そういうところになってくれば、総括的な、要するに包括的にキューズで何かイベントやって

情報発信しているわけじゃないじゃないですか。そういう可能性だって極めて大きくなってくると思うと、私は非

常に効果が薄いんじゃないかなというふうに思うけれども、どうしてこのところで本当に評価ができるのかという

ことをお考えになられているかということ、市長はキューズには何回か行かれているんですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   私は、１度お邪魔させていただきまして、説明を受けさせて、説明をお聞きして、またあと参加されている方と

お話もさせていただきました。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私はあそこに行って、申し訳ないけれども、自分なりに考えて、私が本当に知識がないのか

知らないけど、何とも理解できなかったんですよね。いろんな人がいるんですよ。いろんな人というか、そういう

ふうにそこで情報、自分たちで会社を持てないで自分で本を出版するのに、そこにね、そこのとこに集まった人た

ちで自分の要するに自伝を書くとか、そういう人たちがいてみたりだとか、行政がいてみて、例えば何々市という

行政がいてみたりだとかいろんなのがいる。いますよね。だけれども、果たしてそこは情報の収集するところだけ

ど、じゃそこが妙高市をどうやって、そこの人たちがみんな妙高市を宣伝しているのかといったらそうじゃないで

すよ。みんなおのおの自分の事業に対しての取組をここで集まった人たちの情報交換と、それでオフィスがないか

らそこのところでオフィスのようにして仕事をされているというふうな僕は理解だった。なんで、じゃ果たしてそ

このところでイベントを夕方だとか夜ですよね、やって、その後に懇親会みたいな形で30分か40分、そこで交流の

場をつくってやった。その効果が二、三人の人たち、若い人たちが来る。そのために約1000万近く使うんだったら

ば、私は例えばそれこそね、青山学院との付き合いがあるので、あの近くにある青山の校舎を借りるだとか、ほか

にもいろんなところが、都心の今のニーズに合ったところから借りてやったほうがよっぽどいいと思いますよね。

一日あそこのところで妙高市に関係している利用者が何名いらっしゃるんですか、あそこは。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   妙高市関係者で利用できる人数でお答えいたしますと、１日当たり４人が最大でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） その１日当たり４名というのは、丸々消化されているもんでしたっけ。それは、私は消化さ

れないと思うんですよ。非常に難しいし、そこまでのニーズが対応されていないんじゃないかなというふうに、ニ

ーズがないんじゃないかなというふうに思うんですけど、その辺の理解の上でこのところに予算計上というか、検

討されたかどうかの経緯を教えていただけませんか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 
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   この関係人口をつくるプロジェクトの首都圏側の拠点としてキューズを活用しているものでございます。その拠

点を会員になることによって、妙高市の関係者が１日４人まで利用できるという権利を与えていただいているとい

う仕組みになっております。今の関係人口の拡大のイベント会場、拠点として今キューズを中心に考えております

けども、それ以外にも官民共創の施設というのは複数ございますので、進めながら、より効果的な施設を選定をし

ていきたいという、場所をですね、選定していきたいというふうに思いますし、手法も改善をしていきたいという

ふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私がね、あそこに行ったときに、確かに行政の方がいました、こういうのを置いて。例えば

何々市、例えば妙高市なら妙高市って置いて、それでブースが、ブースというか、自分たちのそこにある机を持っ

ていろんなほかの個人の人たちか、若い人たちがいて、それで行政の人たちもいたんだけど、でも私が２回行った

間に妙高市がこういうものを持って、そこのところにいて宣伝するなんて一回もありませんでした。２回だからね。

そうなんだけれども、でもやっぱりあそこで交流をということを考えるんだったらば、確かにあそこのところのキ

ューズの中にはよくインタビューだとか、それから記者会見やるように、いろんな行政の並んでいるとこに妙高市

という妙高市のマークもちゃんと貼ってありました。だけれども、あそこ110万かけて、あそこのとこでやったけれ

ども、じゃ妙高市の職員があそこで何か、それこそワーケーションをやっている、テレワークやっているとか、そ

ういうことすら何にもないのに、あそこでただお金を払って、イベントのために年間で110万払っているのはいかが

なものかなというふうに私は思います。常にあそこにいて、例えば昔はネスパス新潟があって、そこのところがね、

拠点になっていろんなことやっていたんだけれども、今じゃ妙高市としてそういう窓口がないんだったら、そこに

常に行っているか、そこにある程度そこで仕事ができるような環境づくりというのを私は必要だと思いますし、例

えば職員の皆さんのうちの若い方があちらに行って仕事をして、そうやっていることによって都会の情報を得るこ

とができるんだけど、何ら何もしないのにあえてそこで110万で、またそこでイベントで六百何万払うというのは、

私は意味ないんじゃないかなと本当に思いますよ。その辺、いま一度教えていただけませんか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   確かに宮澤委員さんのおっしゃる部分がございます。先ほど私の御説明の中で、キューズの会員になることによ

って、１日最大４人まで妙高市関係者がというふうにお話をさせていただきました。今年度中ですけども、その権

利を活用してですね、20件、36人がキューズを利用しておりまして、そのうち職員が14件、20のうちの14件職員が

出向いて、あそこでリモートワークをしながら、妙高市というプレートを立てながらですね、実際に肌で感じてき

たり、あそこで仕事をしていろんな情報を吸収したりというようなことをしておるところでございます。来年度も

それに関係するような旅費は計上させていただいておりますので、積極的に職員もそうですし、市民の皆さん方に

もそういう利用ができるということをＰＲさせていただきまして、利用を促進していきたいというふうに思ってお

ります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） その14人、プラス２名が私でしょう。だから、36名のうちのそういうことなんですよ。じゃ、

そこにいて、こういう妙高市、要は何を言いたいかというと、合同の要するに面接ってわけじゃなくて、人材を求

めるときに、例えばここに何とか企業、何とか企業といって、もう妙高市の人とか、それから上越一斉になってそ

こにみんな就職のために来るじゃない、説明会とそれと一緒なんですよ。そういうようなブースがいっぱいあるよ

うなところだよ、あそこ。私から言わせてみれば。そこのところに妙高市というのがあったときに、実際じゃ妙高
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市にそういうことを訪ねてこられる方、例えば職員の方が14回と言ったっけ。言いましたよね。14回行かれた。そ

の中で何かそこのところでレクチャーされたり、いろんなことをしたって、当然そこにいて、ただ仕事しているだ

けで、何人今日は来ましたとか、当然仕事だから把握されていると思うんですよ。その辺の検討、それからそれが

把握が何人いたかとか、そういうことを御理解して、当然この予算がついていると思うんですけど、その辺は何名

ぐらいいたかということの把握を課長はされておりますか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   ブース、妙高市のブースを設けて仕事をするというわけではありませんで、広く席がある中で、妙高市から来て

仕事をしていますということを発信するような仕組みになっております。ですので、そこで仕事をしている間には、

お近くの方に妙高市に行ったことあるよとかですね、日常的な会話程度の話はしております。ですけども、関係人

口の創出につながるような会話までには至っていないかなというふうには理解をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ですからね、ブースじゃないかもしれないけど、妙高市って書いてやっているんだから、こ

れブースと同じようなものだ、やっぱり。宣伝しているんだから。妙高市、そこに人が来てもらったりってどうな

んですかという話にならなかったら、110万かけて会員になったって、行っていないのと一緒だと私は思うんですよ。

それを私は自分で理解、自分で行って、見て理解してきた。そのほかにもあそこの東急のでかいビルの中には、ワ

ーケーション用のカフェが、カフェと一緒に併設しているところだってあります。キューズもあるけれども、違う

ね、ところもある。それ全部見てきたんだけれども、あえて何でそこのところにいろんなこうやって情報網が集中

するのは分かるけれども、果たしてそこのところで妙高市のＰＲに果たしてなるのかどうか。だから、結局それだ

ったら仕事するスペースがどこかにあるほうがむしろ発展するんじゃないかなというふうに思うんですよ。同じ業

界の人たちがたくさんいるんじゃないし、全然全く畑違いの、例えば書籍の会社、例えば事典を作る会社、例えば

何かユニセフとか、要するに国際交流の会社というか、自分たちでやりたいとか、そういう人たちの集まりに私は

理解できたんですよ。それで、あと有名な人の写真がこうやって貼ってあって、それでカフェがあって、おしゃれ

的になって、そこで会話するんだけど、どうもそこの中に乗り切れていないというのが私の印象だったんですね。

ですから、その辺をやはり考えたイベントと、それから人口創出というのができるかというのは今年が鍵だと思い

ますよ。もうやられるんだから、やられることに対してしっかりとした取組を私はすべきだというふうに思うんで

すけれども、再度それだけお願いします。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   繰り返しになりますけども、令和６年度、今年度から始めた事業でございますし、来年度は２年目になるという

ことでございます。その中で渋谷キューズが拠点としてふさわしいのかどうかということも含めまして、実際に検

証をして改善をしてまいりたいというふうに思います。 

〇委員長（天野京子） それでは、次よろしいですか。37番行きます。37番、２款１項テレワーク研修交流施設管理運

営事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。テレワークの研修交流施設なんですが、オープンして２年半がたったと思い

ます。設置目的が、それこそ今も話しされていた関係人口の創出と地域経済の活性化というふうに条例にも書いて

あると思います。今の現状ですね、それがちょっとどうなのかというの、ごめんなさい、調べていないんですけれ
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ども、そういった設置目的を果たすために、今テレワークの状況も民間の企業さんたちっていろいろ、またリアル

に戻ったりとかしている中で、活用方法についての事業者からの新しい提案だとか、そういったのがあるかどうか、

令和７年度に向けて、その辺りいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   令和６年度、これまでの利用の実績を見てみますと、令和５年度の同時期までですね、１月末までの10か月間の

利用になりますけども、入場者数で1770人ほど、それから実際に利用されている方で290人ほど増えているという実

態がございます。ようやくＢＡＳＥ ＣＡＭＰが認知度が高まってきて、利用が増えてきているのかなというふう

に思っております。今年の冬ですと、外国人の皆さん方の利用がかなり増えているというふうに聞いております。

関係人口をつくるといいましょうか、新たな価値をつくっていく拠点として設置した面がございますので、その辺

で申し上げますと、異業種交流の機会を隔月ですけども、開催をしております。その中では、業者間でいろいろと

強みを持ち寄った取組も出始めておるというふうに聞いておりますし、そういうことを指定管理者としても力を入

れてやっていきたいというふうにおっしゃっているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 今ほど外国人の利用もこの冬、インバウンドも復活してきたからだと思うんですけど、増え

ているというお話だったんですが、以前は外国人が仕事をするときに、自分が取引する相手国が時差があって、で

きたら夜中も使いたいとか、早朝使いたいとか、そういった声も伺ったりしているんですけれども、その辺の対応

については何か考えありますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   指定管理者との協議調整の中では、今のところそのようなお話はお聞きしてございません。しかしながら、そう

いうふうなお話があった場合には、何かしらの施設ではないところでの代替措置といいましょうか、例えばお隣の

宿ですとか、そういうところでもネットワーク環境があればお仕事ができる環境があるんだとすればですね、そう

いうところをお勧めするですとか、そういうような対応は必要になってくるのかなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） なかなか自宅とか宿だと夜中に作業をするというのがやりづらいので、ワークスペースとし

てああいった場所があるといいなという声を伺っているので、その辺またどんな声があるかというのをきちんと今

年度聞いていただければと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） テレワーク研修交流施設なんだけれども、基本的に今増えているんだったら、それはそれで

私はいいと思いますよ。当然ね、それは評価できることだと思うし、頑張っておられるんだなと思うんだけれども、

でも１点、それとあそこのところでね、テントサウナをやったりとかするんだけど、テレワークとテントサウナと

どうやって結びつけて、あれだって施設で買っていると思うんだよね。誰かの個人の物を提供しているわけじゃな

いと思うんですよ。それらを要するにいかに生かしているかということを検討されているかどうか。何か前、あの

裏でテントサウナしてやっていましたよね。その辺どのようにお考えになられているか。それは委託されているＤ

ＭＯだっけ、のお考えだと思うんだけど、でもあれ１つだってね、買わなきゃいけないんで、じゃそれが生かされ

ているかどうかということだって重要なことだと私思うんですよ。いかがでしょう。 
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〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この指定管理業務の指定管理者を選定するに当たって、公募をさせていただきました。そのときに今の妙高ツー

リズムマネジメントさんから独自の自主事業としてサウナをやりたいということで提案がありまして、それでやっ

ていただいているところでございます。残念ながら令和５年度中には実際の利用はなかったというふうに聞いてお

りますし、今年度も実際は利用がないものというふうに認識をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私だって汗かきながら、パソコンでワーケーションは私はちょっとできないと思うし、シャ

ワー浴びる場所もなければ、水、水風呂もなければということになれば、それはやっぱり無理があるんじゃないの

と私は思います。それよりもむしろ、このワーケーションを伸ばすためにはやっぱりビジターセンターとの交流と

いうか、もう少し連携というのが必要になってくると私は思うんですけれども、その辺はどのようにお考えになら

れているか教えていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   私どもも宮澤委員さんと同じ考えでございます。指定管理者の皆さん方とビジターセンターとの連携についてお

話をさせていただいておりまして、ビジターセンター側にも所管課を通じてそのようなお話をさせていただいたと

ころでございます。それによってお互いの指定管理者が連携しましょうというようなことで打合せをされるに至っ

たというふうに聞いておりますので、それが実際に具現化してくることを期待をしたいというふうに思っておりま

すし、連携できることを我々行政側からもお互いに提案をしていければというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 海外の人もしっかり、外から来ている人もやっぱり利用することもあると思うんだけれども、

何とか利用人数を増やすために、地区の例えばその地区の会議とか、それからＤＭＯの会議にしてもそうだけど、

なるべくここを使うようにされていると思うんですけれども、でもその会議を使うだけじゃやっぱりよくないです

よね。ほかの、やっぱりそれこそ関係人口を増やすのに、その地区の集合する場所だけにというわけにもいかない。

そこは使っていいんですよ。当然使うべき、使えばそれなりにお金も落ちるところもあるんだろうし、それはいい

と思うんだけれども、本来の趣旨は外から来る人が、例えば290人増えたんでしょう。290人増えたというんだけれ

ども、じゃそこには会議をどんどん、どんどん使うことによって増やす可能性だって出てくる。そういうことじゃ

ないような外からの本当にワーケーションに来てくれる人がどれだけいるかというところが重要だと思うんです

よ。とかく行政は、何とか人数を増やすためにいろんな団体を入れて、あそこで会議が、ここでやってくれ、会議

はここでやろうよと、人数増えるからということになる可能性も出てくるけど、そうじゃなくて真の、それを批判

しているわけじゃなくて、真の顧客をいかにつくり上げるかというところがやっぱり伸びる大事な重要な鍵だとい

うふうに思うんですけれども、そういう形で外部に増やすためには、例えばキューズ。キューズのところとの連携

をもっとして、こっちに来たときにはここを使ってほしいとか、そういうことの連携が密になっていないからやっ

ぱり私みたいなのが批判するようなところも出てきちゃうんで、そこをしっかりとまとめ上げるということで、常

に結んであげないと、動線がないと無理だと思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。よろしくお願いし

ます。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 
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   やはり首都圏側の渋谷キューズを拠点として関係人口をつくるということですし、妙高市側での中心となる核と

なる施設はＢＡＳＥ ＣＡＭＰでございますので、そこの両方をうまくつなぎ合わせる、人と人によってつなぎ合

わせることは重要だというふうに思っております。ですので、フィールドワーク、妙高市側に来ていただく場合に

は必ず渋谷キューズでできた御縁を妙高市ではＢＡＳＥ ＣＡＭＰを拠点にしてですね、やっておるということで

ございます。ですので、お互いの施設の連携というのはきちっと意識して取組を進めてまいりたいというふうに思

っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） そこで実際、じゃこのＢＡＳＥ ＣＡＭＰですか、研修施設の担当されている方々と渋谷キ

ューズの担当されている方々の連携というのは取れているもんなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   その施設の管理運営者同士の連携までには至っていないのが現状でございます。 

〇委員長（天野京子） よろしいですか。続きまして、38番、２款１項つながる妙高若者プロジェクト推進事業。 

   どなたからでもどうぞ。みんな……こちら側行きますか。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。主要事業でいえば27ページでしょうかね。つながる妙高若者プロジェクトで

す。まず、この産学官連携による私立園でのＳＴＥＡＭ教育の実証、予算としてはねプロジェクト予算で176万円計

上しています。この内容についてですね、何を目的に、誰がどのように行っているのかお願いします。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   ＳＴＥＡＭ教育のことですけども、ここに至った経緯から御説明をさせていただきますと、妙高市のＳＤＧｓ普

及啓発実行委員会の委員長を務めていらっしゃいます新潟大学の村山先生のほうから、御自分で取り組んでいらっ

しゃるこのＳＴＥＡＭ教育を妙高市をフィールドにして展開をしていきたいというふうなお話がございました。お

話を聞いてまいりますと、この現代社会を生き抜く力を育んでいくための教育としてＳＴＥＡＭ教育というものが

文科省の中でも推奨されているわけですけども、やはり各分野横断的にですね、体を動かすですとか、そういうと

ころから数学的な知識を身につけるというふうなことがやっぱり重要ではないかというふうなお話がございまし

た。やはり始まりは、幼児の時期から、保育園、子ども園の時期からやり始めたほうがいいということが自分たち

の調査、研究の中で分かってきたということです。ぜひ妙高市で展開をしたいと、ついては自然体験、自然の中で

の体験的な学び、遊びとＳＴＥＡＭ教育とを掛け合わせるプログラムをつくっていけないかというような御提案が

ございました。ですので、新潟大学と連携をして進めるというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） ＳＴＥＡＭ教育は、やはり教育の一つの手法だと思います。所管は、教育委員会じゃなくて

どうして企画政策課なんでしょうかね。そしてまた大学連携は、企画の専管事項ではないと思います。企画じゃな

くても、教育文脈であれば、当然教育委員会が関わって、あるいはもう所管になってやるのが筋ではないのかなと

いうふうに思いますし、それから私立の園というのも私もちょっとどうしてと思うんですね。公立の市立の保育園

は８つございます。順番とするならば、公立の保育園、８つもあるわけですから。そうじゃなくて私立でやるんだ

と、そこら辺はどうしてでしょう。 



 

 - 57 - 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えをさせていただきます。 

   まず、所管としてのお話になりますけども、今年度から高校と大学の連携事業を私ども企画政策課所管でやらさ

せていただきました。来年度以降も大学との連携を拡大していきたい、深めていきたいというふうなことで事業を

企画立案をしておったところでございます。そのタイミングで新潟大学のほうからそういうふうな御提案をいただ

きまして、実証的にやっていこうというふうな段階でございますので、私ども企画政策課が所管をして、大学との

連携の位置づけとしてやっていこうということで、私ども企画政策課で予算化をさせていただいたということでご

ざいます。 

   もう一点の市立でというふうなお話ですけども、始めるに当たりましては、どういう中身で、どんなことをやる

ことかということで、市立の園、それから小学校のほうにも先生方に集まっていただきまして、説明会を開催をさ

せていただきました。そのところが、なかなか現段階ではどういう効果が見込めるのかというところが見えづらい

というふうなお話がございました。そんなときに、私立のときわさんのほうからですね、自分たちが自然体験を重

視して、国立妙高青少年自然の家でタイアップしてプログラムを運営しているんだけども、実際に定量的なデータ

の裏づけが取れないでいるというふうなお話がございました。それで、新潟大学さんがやろうとしていることとと

きわ園さんのほうで課題だというふうに思っていらっしゃることが合致しましたので、今回は私立園で実証的にや

り始めて、今度は公立のほうに波及をさせていきたいという考えでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 今ね、実証だからというような、ちょっとそういうようなニュアンス受け止めましたけど、

調査や観察による具体的な証拠を基に分析をして、それを基に導いた、それの要するに結論を導いていくというの

が実証です。ですから、非常に軽くはないんだと思いますね。重い話だと思うんです。それを取り組むに当たって、

今妙高市ではイエナプランを進めようと、全市に普及させようという中で、新しいＳＴＥＡＭ教育というものを、

それをじゃ結論づけて何かやっていきましょうかという教育的な大方針について、教育委員会との調整はどのよう

にされましたでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えをさせていただきます。 

   教育委員会、教育長さんとこれを始めるに当たりましては何度か協議をさせていただきました。教育委員会とす

ればですね、令和７年度から新井南小学校でイエナプラン教育を本格実施して、市内全校にその要素を盛り込んだ

教育を波及させていきたいというお考えがございますので、そちらに注力をしたいといいましょうか、力を入れて

実際に本格運用をしていきたいというふうな御希望がございました。ですので、私どものほうでＳＴＥＡＭ教育に

ついては実証をさせていただきまして、それがどういうものかということをまず市の教育委員会のほうからも見て

いただいて、その後どのようにするかということを検討をしていきたいというふうに思っておるところでございま

す。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 教育長と協議してというようなところですけど、私は一番大事なところは、これは要するに

妙高市全体としてオーソライズされているのかと、要するに具体的に言ったら、これ計画行政ですよ。例えば第４

次総合計画の中にＳＴＥＡＭ教育という、そういう言葉だとか新しい教育方法、教育展開をしていくだとか一切な

いですね。それから、教育委員会における第５期教育基本計画、今ちょうどパブコメやっています。その中でも一

切これは出てきていないですよ。そういう状況の中にあって、実証だから、実証だからということではないと思う



 

 - 58 - 

んです。そこはどう思います。これは、むしろ市長、どうお考えですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   今ほど葭原委員さんのおっしゃったことというのは、改めて今言葉を聞きまして、そういうとおりだなという思

いもあります。今回は大学連携という形の中で、やはり今まで大学と言葉だけで踊っていて、実質は何もしないと

いいますかね、産官学と言いながら連携が進んでいない中で、今回大学側からですね、一つの種をいただいたとい

うか、こういう形の連携で自治体とやらないかという提案をまず妙高市にいただいたということに思っております。

この間、果たして実になるのかどうかというのは、また今言った実証という言葉で言っていますけども、それを見

て教育委員会が判断するという形を今取っているんだろうと思っておりまして、いつも思っているんですが、企画

は私の事業課ではないというふうに思っていますので、企画の中で種なるものが実になるようであれば所管課に下

ろしてですね、所管課でしっかりとした事業展開をしていただきたいなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） ですのでね、これはやはり慎重に、慎重に十分やっぱりコンセンサスを得ながら、教育委員

会と、教育委員会とのコンセンサスを得ながらやっていくのが大事ですし、やるにしても、じゃ本当に妙高市の行

政の内部としてどういう理由で、どういう根拠でとか、じゃ何に基づいてというようなところのきちんとした、そ

ごのないように、考え方ですとか根拠をどこに持ってこれやるんだと。ただ、新潟大学の先生から提案いただいて、

ああ、いいよね、それで進めてよくないというところを十分認識していただいて、やるに当たっては十分な配慮と

いいますかね、もう一回きちんと押さえた上でやるようにお願いしたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） すみません、お願いいたします。私のほうはサードプレイスの設置についてです。予算書111ペ

ージにありますサードプレイスの立上支援業務委託料ということで、これどこに委託して、内容はどのようでしょ

うか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この委託事業につきましては、サードプレイスの先進的な全国展開をされておりますカタリバさんと、それから

新潟を拠点といたしまして教育関係の支援業務を中心にやられておりますみらいずｗｏｒｋｓさん、そちらに委託

することを想定をしております。業務の中身といたしますと、サードプレイスを運営していただく必要な人材とし

てユースワーカーがおりますけども、そのユースワーカーの人材を確保、育成するという業務を支援していただき

たいということ、それからユースセンターを妙高市で初めて立ち上げますので、その運営を軌道に乗せるための支

援をしていただきたいということ、それからユースセンターを開設するに当たって、それまでの機運の醸成といい

ましょうか、その辺についての支援についてもお願いをしたいなというふうに思っておるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。ありがとうございます。人材を育成をしていくところをカタリバさんとみら

いずｗｏｒｋｓさんにお願いをして、さらに軌道に乗せるための支援、それからということだということが分かり

ました。 

   すみません、サードプレイス、妙高みんなの寄り道ＢＡＳＥというのは、もうこれ名前は決まった中で委託をす

るんですかね。総括の中で３か所、駅、新井駅と図書館、新しい新図書館と複合施設と近県の３か所でやるよとい

うお話だったんですけれども、その３か所にみんなの寄り道ＢＡＳＥというのを掲げて運営をしていくというよう
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なイメージですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   看板を掲げるかどうかというのは、ちょっと別で検討しなければいけないなというふうに思っております。我々

の考え方からするとですね、今ほど想定している３つの施設も、いずれも高校生を中心とした若者が自由に集う場

所としての可能性があるような場所ですとか、もう既に集う場所となっているようなところをサードプレイスとい

うふうに追っかけで呼びたいというふうなイメージを持っております。そこにユースワーカーが関わることによっ

て、人材育成ですとか、学びですとか、人間関係ですとか、地域の大人とのつながり、そして何かやりたいことが

実現できるような流れに持っていければというふうに思っておりまして、看板を掲げるかどうかというのは、これ

から検討させていただきたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。実はサードプレイスという名前ですかね、３番目の場所というのの、何でそ

ういった場所が必要なのかというか、そういう場所が名づけられたのかなっていろいろ調べていたんですけれども、

よく都会とかにあるのはランドリー、洗濯をする場所がみんなの居場所になったりだとか、例えば喫茶店がそうい

う場所になったりだとか、居場所をつくったからそこに人が集まるんじゃなくて、もともといろいろな目的がある

場所がたまたまそういう居場所になったというような形であるというのをちょっといろいろ見てきたんですけれど

も、重要なのは居場所だよ、おいでじゃなくて、何かそこに目的があって、その目的に向かって人が集うことによ

って、それが居場所になると。なので、今看板を掲げるかどうかという話はあったんですけれども、私としては多

くの人が気軽に来れるためには、ここがみんなの居場所だよと言われると、何でそこに行かなきゃいけないのかな

というふうに思ったり、質の高い居場所づくりをするのであれば、きちんとした目的があって、理念があって、そ

こにいろんな人が、若者を中心としたというお話だったんですが、何もしなくてもいいからおいでよと言われても

多分来ないだろうし、そこら辺の仕掛けづくりをうまくやっていただければなというふうに感じています。 

   １点、今日高原支所のときにも聞いたんですけれども、今新井に３か所設置をされる予定だと思うんですが、妙

高高原、それから妙高地区についてはどのように考えておられるか、教えてください。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   今のサードプレイスの想定は、中心となるのは高校生だというふうに思っておりまして、新井高校のある新井地

域で今３か所を想定しておるものでございます。ここで始めまして、運営の状況を見ながらですね、妙高高原、そ

れから妙高エリアですと小・中学生をメインのターゲットにしたサードプレイス的なものになろうかというふうに

思いますので、その辺については新井地域でやり始めた後にですね、拡大といいましょうか、その辺を検討してい

きたいというふうに思っております。 

   それと併せて、令和７年度は新井地域で３か所を想定した場所でサードプレイスを展開することを考えておりま

すけども、出張といいましょうか、出張のサードプレイス設置的なものをイベント的にやるというようなことも検

討しておりますので、それにつきましては先ほど支援の委託を申し上げましたカタリバさんですとか、そういうと

ころからアドバイスを受けながら検討してまいりたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。ただ、妙高高原、妙高地区にも高校生がいるわけで、大体上越に通うという

方もいらっしゃるとは思います。その方々が途中で新井に寄って、居場所に集うみたいなこともあればいいなとは



 

 - 60 - 

思うんですが、全市的に新井高校があるからその近くだけじゃなくて、やはり全体を見て今後進めていっていただ

ければというふうに思います。すみません、以上です。 

〇委員長（天野京子） 小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） すみません、ちょっと戻って、ＳＴＥＡＭ教育なんですけれども、教育、新しい教育を取り

入れて、その効果を見極めるというのは非常に長い時間かかると思うんですよね。１年やったからといって、それ

がどうであるかという評価というのはなかなか難しい。やはり計画的にといいますか、何を目指すのかとか、どう

いう形でやるのかとか、そういったことをしっかり明確にすべきじゃないのかな。幼児であれば、当然その保育者

の皆さん、同意のまず理解が必要、なぜこれをやるのかという理解をしていただいて始める、あるいは保護者の方々

にも理解をしていただく、そういったことをきちっとやって、初めてこれをやりましょうということになるんでは

ないのかなというふうに思います。ときわ保育園は、自然体験や何かでですね、うちの田んぼでも稲刈りやったり、

田植えやったりして、自然体験には非常に力を入れておりますので、言わんとするところは分かるんですけれども、

しかし今の保育の現場というのは非常にいろんな多種多様な課題を抱えてですね、人手不足で、本当に大変なんで

すよね。そこのところを現場に無理がいかないように、それだけはですね、しっかりお願いをしたいというふうに

思っております。その上で、どういった教育効果を狙うのか、関係、そして、皆さんに御理解をいただいた上で進

めていただきたいというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   小嶋委員さんのおっしゃるとおりでございまして、これまで何回かときわさんと打合せをさせていただいており

ます。その中でもやはり問題点ですとか、保護者の皆さん方への対応ですとか、その辺についてのお話を頂戴して

いるところでございます。先ほど葭原委員さんのほうからありました御指摘も含めましてですね、きちっと位置づ

けを整理したり、目指すところを整理した上で、手順を踏んで実施をしていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません、これの大学連携まちづくりプロジェクト業務委託料なんですけど、176万、この

委託先はどこですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この大学連携の中身は、今年度実施いたしました高校生と大学生との連携というものが１つと、今ほど御説明し

ましたＳＴＥＡＭ教育の関係がございます。高校生と大学生との連携プロジェクトにつきましては、今年度に引き

続き麗澤大学さんへの委託を考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ麗澤大学のほうに委託されるというんですけれども、そことの連携とこのＳＴＥＡＭ教

育との関係性というのはあるんですか。それはないの、これ全く。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   麗澤大学さんとＳＴＥＡＭ教育は全く別ものでございます。麗澤大学さんのほうは、新井高校生と大学生とがま

ちづくりについてのワークショップを行いまして、与えられたテーマに沿って自分たちができることを提案をして

いただくというようなプログラムでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） 麗澤大学に176万を払って、それで新井高校との連携をするということなんだけれども、要は

コーディネート料ということなんですかね。コーディネートするということなのかね、地域づくりについて、そう

いうことなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   委託料176万円のうち、麗澤大学さんとの契約でお支払いするものは121万円でございます。これは、今年度６月

補正をさせていただきました額と同額でございまして、実際にはワークショップをするのはこちらのほうでやりま

すので、妙高市をフィールドにしてやりますので、大学生ですとか大学教授の皆さん方がこちらに来られる交通費

ですとか宿泊費、それから事前にいろいろと調査、研究をしていただく必要もありますので、その辺に係る経費で

ございます。 

〇委員長（天野京子） そのほか。それでは、歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   66番、16款２項新しい地方経済・生活環境創生交付金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 新しい地方経済・生活環境創生交付金というのは、これ882万5000円か。これに関しては、こ

れ新しくこういう基金というか、こういう出たもんなんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   石破首相のもとで地方創生2.0、それを推進するということで創設されたものでございまして、これまでのデジタ

ル田園都市国家構想交付金を後継しているものもございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 要は先ほども質問したんだけど、デジタルね、何とか交付金というのと、要はそれが令和７

年で終わって、その後にこれが今度継続して、こういう形に名称が変わっただけのことなのかね、要は。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   そのとおりでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、68番、20款１項特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これに関しては、どこ、使い道というか、基金に繰入れするというんだけれども、約2000万

基金に繰り入れる。基金って今どれぐらいあるもんなんですかね、これ。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   今年度末での残高で申し上げますと、7590万円ほどの基金がございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 繰入金って結構今年、今回多いと思うんだけれども、要は使わなかったということなんです

かね。どうなんでしょう。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 
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〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この調整交付金から申し上げますと、調整交付金自体は毎年5000万から6000万ぐらいいただいております。原則

としてその年度中に事業に充当するということを原則として進めてきておりますが、今年度につきましては充当し

ようとしていた事業の実際の実績額が減ったということが１つと、それから交付金が多く防衛省のほうからいただ

いたというようなこと、それから一部今年度中に事業がかなわなくて、事業を中止したというものがございまして、

これだけの2000万を超える基金への積立てになったものでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、71番、22款５項テレワーク研修交流施設納付金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、９万5000円ということなんですけれども、これは要は手数料ということ、手数料と

いうか、要はＤＭＯからの家賃みたいな手数料ということの理解でよろしいんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   この納付金は、指定管理の協定を結ぶに当たって、当初から協定を結んでいるものでございまして、カフェ部分

については自主運営をしていただきまして、収入は指定管理者に入るという仕組みになっておりますので、俗に言

うテナント料的なものを家賃として納めていただいているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、73番、22款５項地域のこし協力隊住居費負担金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この地域のこし協力隊の住居費負担金なんですけれども、これ35万ということなんだけれど

も、何件なんでしょうかね、負担金。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   これについては、歳出のほうで御説明いたしましたつながる妙高若者プロジェクトのサードプレイスに配置をす

るユースワーカーを担っていただく方を協力隊で募集をしたいというふうに思っております。その方１人に関わる

住居費を一部個人で負担をしていただくための歳入でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） サードプレイスと言ったっけ、さっきずっと議論していたやつだと思うんだけれども、それ

以外にも地域のこし協力隊の方々がいらっしゃると思うんですが、その方たちも当然住居負担とか、そういうのっ

てあるんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 全庁的に統一の取扱いをしておりまして、市として負担する家賃は、単身世帯の場合は

３万円までというふうに取決めをしております。ですので、それを超える部分は御自身で負担をしていただくとい

うことになっております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今地域のこし協力隊を辞められている方とか、入ってくる方とか結構いると思うんで、結構

というか、よく目にするんだけれども、今は何人ぐらいいらっしゃるんですか。地域のこし協力隊、全庁で。所管

外だ。 

〇委員長（天野京子） 所管外です。 

〇宮澤委員（宮澤一照） でも、所管外だけれども、地域のこし協力隊って国の政策で考えたときに、農林課ベースの
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ところもあるだろうけれども、ここはここでベースになっているけど、一体全体、今までは地域のこし協力隊とい

うと南部とかね、いろんな山間地に多かったんだけれども、じゃもう全てそれで補助金としてもらっているのかだ

けちょっと教えていただけませんか。地域のこし協力隊として募集して、それで国から補助金をもらうというのが、

結構そういう形を取ってられるのかなというのをちょっと教えていただきたいんです。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 私の知る範囲でお答えをさせていただきたいというふうに思います。 

   当初、地域に入っていただいて、地域の中で課題解決といいましょうか、やりたいことをやっていただくような

形で導入をしたというものと、それとミッション型ということで、特定のミッションを、ミッションに取り組んで

いただくための、その２パターンで、これまでも協力隊を導入してきたかなというふうに思っております。国のほ

うから特別交付税措置として１人当たり年間520万円を上限にして交付されるという制度でございますので、それを

有効活用すべく取り組んできておるものと認識しております。 

〇委員長（天野京子） 歳入に関してそのほかございますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち企画政策課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第１１号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号）の当委員会所管事項

についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） ただいま議題となりました議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

15号）のうち企画政策課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の12、13ページを御覧ください。上段の２款１項18目の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金費

は、充当事業の事業費減額により充当額が減少したことや、充当予定事業が中止になったことから、同交付金を原

資とした基金に積み立てたいものでございます。 

   次に、歳入について御説明申し上げます。補正予算書の11ページを御覧ください。上段の16款２項１目３節特定

防衛施設周辺整備調整交付金は、予算計上額と交付決定額との差額である942万6000円を増額するものでございま

す。 

   以上、企画政策課所管事項を御説明いたしましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（天野京子） これより議案第11号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） その充当予定事業の中止というのは、何の事業が中止になったでしょう。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 市営バス路線のワゴン車の購入を予定しておりましたが、受注停止となったために今年

度中の購入はできないということから、中止となったものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 何で受注停止になった。 
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〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） それはメーカーによるものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） メーカーによるといったって、違うメーカーだってあるんじゃないの。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   この購入に当たっては、車種等も所管課において決めておりましたので、ほかのメーカーの車種ではそぐわない

というふうに判断されたものだというふうに思っております。今年度中は代替の車両で可能だということから、今

年度中の事業の執行は中止としたものというふうに聞いております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 市民だってそういうバスとかのね、新しいとか期待している部分だってあったと思うんです

よ。その中においてね、先方の都合で中止になるなんていうのは大変問題じゃないのかなと私は思いますが、その

辺はどのように理解されていますか。 

                   〔「所管外」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 所管外ですかね。所管外になりますか。所管外。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 所管外と言ったって、充当の予定事業が中止しているんだから、それが先方の理由で、これ

が組替えするということなんだから、中止した理由というのが要は車の会社の問題なんでしょう。だけど、それで

繰越ししちゃうというのはちょっといかがなものかなと私は思う。ほかの事業だってあるんだし、ほかの期待して

いる人だっていたんだと思うし、その辺だと思うんですよ。だから、これは所管外というか、所管外で言えるのか

なと私はちょっと腑に落ちないんだけれども、その辺いかがですか。市長、さっき所管外と言ったんだけど、どう

ですか、これ。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） あくまでも企画の課長が申し上げたとおりで、充当であります。その中心に対する所感というの

は、所管課のほうにお問合せをいただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 所管課はどこになるのかな。 

〇委員長（天野京子） 環境生活。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 環境生活。 

〇委員長（天野京子） はい。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 我々は、今この委員としてやっているんだけど、充当しないでそれを入れ替えるというんだ

から、所管外だからどうのこうのじゃないもん。ある程度のことを教えてもらったっていいんじゃないのかなと私

思いますよ。それが親切ってもんだ。どうですか。 

〇委員長（天野京子） すみません、所管外なので多分答えられないということで、ここは双方もし言いたいことがあ

れば、１回ずつ最後話していただいて、終わりにしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

                   〔「どうぞ」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 所管外というよりも、これが使えなくなったという形で、新年度は改めてその対応はできる
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ということになります。これ何かこの前説明聞いたときに、対応できないから２分の１になって、これだというよ

うな話も聞いたんですけども、その辺のいきさつはどうなっているのかちょっと分かりませんが、これたしかこの

基金ね、使い方がどうとかこうとかって前説明を受けたような気するんだけども、そのいきさつそのものがね、ち

ょっと十分な理解できていないんで、どういうとこに使って、使っていいとか悪いとかってこんな話もあったよう

な気すんだけども、その辺もう一度聞かせてもらっていいですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   前段のこの事業を中止にしたワゴン車の購入については、７年度中に発注をして納品が可能だというふうに所管

課のほうで聞いておるようでして、当初予算のほうに要求をさせていただいておるといいましょうか、計上をさせ

ていただいておるということでございます。 

   それから、この基金の使い道ですけども、基金に積み立てたものをどこに充当するかは基金の施行規則で定めて

おりまして、現状ですと道路の修繕等の工事、それから生活交通確保対策事業、そこの２事業に充当をするという

ことになっておりまして、令和７年度もそちらのほうに充当するという考え方でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） やっぱりね、この防衛の要は基金というのは、やっぱりいわゆる昔から言えば民生安定事業

みたいでしょう、これって。同じようなもんだ。ということは、やっぱりその地域の、正直言ってその地域に本当

に密接なところというのは私すごく重要なところなんだけど、生活交通、どこにこの車を使う、充当するのかどう

か私は知りませんが……それも所管外になっちゃうのか。環境生活課になってくるんだと思うんだけれども、防衛

の資金はこっちの所管で、それ車の使うところは環境衛生じゃ、ちょっと非常にいまいちね、答弁もそちらもしづ

らいだろうと思うし、困るんじゃないかなと私も思うし、我々もこれに対して言うこともね、それ以上聞けないん

だったら、もう議論にもならないと思うんだよね。だから、その辺含めて、もう違う予算で、じゃやればよかった

んじゃないのかなというふうに私は思いますけれども、その辺は私の理解不足かもしれないけども、教えていただ

けますか。 

〇委員長（天野京子） すみません。じゃ、最後に答弁お願いいたします。 

                   〔「最後に」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） はい。 

                   〔何事か呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ３時２８分 

再開  午後 ３時３０分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を進めます。 

   そのほか質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   議案第11号の当委員会所管事項のうち、企画政策課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、暫時休憩をいたします。 

休憩  午後 ３時３１分 

再開  午後 ３時３７分 
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〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、財務課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算の当委員会所管事項を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（西條 保） ただいま議題となりました議案第２号 令和７年度新潟県妙高市一般会計予算のうち財務課

所管の主なものについて御説明を申し上げます。 

   まず、歳入について申し上げます。予算書22、23ページを御覧ください。中段の２款地方譲与税は、地方揮発油

税、自動車重量税及び森林環境税等の各譲与税で、法令に定める配分方法により市町村へ譲与されるものでござい

ます。 

   次に、下段の３款利子割交付金から25ページ中段の９款環境性能割交付金までの各交付金は、いずれも都道府県

税の一部につきまして、それぞれの交付基準に応じて市町村へ交付されるものでございます。 

   次に、11款地方特例交付金は、住宅ローン減税に係る減収分を補填するために交付されるものでございます。 

   その下から26、27ページの上段、12款地方交付税は、令和６年度の実績や国の財源の伸び率等を考慮し、前年度

比5.9％の増で見積もっております。 

   少し飛びまして、66、67ページを御覧ください。上段の19款１項３目妙高山麓ゆめ基金寄附金は、ふるさと納税

による寄附金として５億9400万のうち財務課分として５億9000万円を見込んでおります。 

   その下の地方創生応援税制寄附金は、3800万円のうち財務課分として500万円を計上をしているものでございま

す。 

   その下の20款１項１目財政調整基金繰入金は、予算の財源調整として７億円の繰入れを予定しております。 

   その４つ下の５目妙高山麓ゆめ基金繰入金につきましては、令和５年度の寄附金相当額であります２億8040万円

を各事業へ充当するため繰入れをするものでございます。 

   その３つ下、８目公共施設等適正管理基金繰入金は、いきいきプラザの解体撤去工事や施設修繕に係る財源とし

て１億2786万円を繰り入れるものでございます。 

   その下の９目感染症対策基金繰入金は、主に65歳以上の方に実施する新型コロナウイルス感染症予防接種のワク

チン代等に係る財源として6800万円を繰り入れるものでございます。 

   次に、78、79ページを御覧ください。中段の23款市債は、公共施設などの整備に係る借入れのほか、過去に民間

の金融機関から借り入れた６事業の借換えを実施するものでございます。 

   次に、歳出について御説明いたします。96、97ページを御覧ください。中段の２款１項１目一般管理事業（財務

課）では、市が発注する建設工事について、従来の優良工事表彰に加え、若手技術者表彰を実施させていただきま

す。 

   次に、104、105ページを御覧ください。中段の２款１項５目財産管理事業では、公共施設等の維持管理、更新の

在り方の基本的な方針を定めている妙高市公共施設等総合管理計画の計画期間が令和７年度末で終了することか

ら、計画の更新を予定をしております。 

   少し飛びまして、124、125ページを御覧ください。下段の２款１項16目妙高山麓ゆめ基金事業では、ふるさと納

税制度を活用し、市の魅力の発信とともに、地元特産品の開拓や、さらなる販売促進などに取り組みます。 

   最後に、大きく飛びまして、340、341ページを御覧ください。下段12款公債費のうち１項１目元金は、市債の元
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金償還金、次のページ上段、２目利子のうち市債利子償還金は、市債に係る利子の償還金であります。 

   以上、財務課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

   以上でございます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   初めに、歳出です。 

   46番、２款１項妙高山麓ゆめ基金事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。ふるさと納税ですね、令和６年度、補正、補正で増額だったので、

すごく頑張っていらっしゃるなというふうに思ったんですが、今回この予算額ですね、令和７年度、令和６年度は

お米の件とかもあったから、多分寄附額も伸びたのかなというふうに思いますが、そこら辺を勘案して、この金額

で大丈夫ですかというか、というところをすみません、お伺いします。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えをさせていただきます。 

   当初予算につきましては、５億9000万円ということで寄附額を見込んでおります。現状におきましては、今回の

３月補正で７億6000万ほどの増額に対応した予算を組まさせていただいておりますが、この予算編成の時期につき

ましては、令和６年の12月の段階でございました。その段階では、６年度の決算見込みにつきまして５億9000万と

いうことで見込んでおりまして、その額につきまして１月の臨時会でも補正をさせていただいております。基本的

にはその時点と、なかなかその後にですね、予算額を変えることはちょっと難しかったということで、今回前年度

と同額といいますか、12月の時点での見込額を予算額とさせていただいたものでございます。当然増額になればで

すね、また改めて補正等でお願いをさせていただければというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 返礼品の関係も含めてなんですけどね、何でこんなに人気があって入ったのかな。ありがた

い話なんですけども。それで、こんな中でもって、新たな返礼品の開発研究もあるんですけども、その辺の位置づ

けというのは今のところですね、どんな方向に目を向けていくか。やっぱり今までの実績をベースにしながら、当

然物を見ていくという形になるんですけど、その辺の考え方はいかがですか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えをいたします。 

   今年度増額になっているのは、特に１月、２月ですけども、やはりお米の関係が大きく伸びております。それで、

そのほかにうちのほうとしますと、宿泊の利用券ですとか、そういうものも大きく伸びているんですけれども、今

年度につきましてはやはりお米の部分が大きいということで考えております。それで、来年度につきましては、ま

ず米につきましては、今年度が伸びているということは、簡単に言うと来年度の先食いという部分もございますの

で、今出していただいた事業者の皆様方が、今後はどの程度出せるかというのが１つあるというふうに思っており

ますし、もともと妙高市の場合につきましては宿泊の利用の部分が大きいということで、妙高市の一つの特徴でも

あるというふうに思っておりますので、そういう部分で体験と組み合わせて、そういう部分は伸ばしていきたいと

いうふうな思いもございますし、お米以外の部分につきましては単品ではなかなか難しいんですけども、セット販

売をしていきたいというような事業者の要望もございますので、そういう部分で返礼品を増やしていければという

ふうに思っております。 
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〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 恐らくもうそのね、返礼品の関係でもって、人気商品云々という形で分析はしているだろう

というふうに思うんですけども、こういうときだからこそという言い方もおかしいんですが、やっぱり新たな掘り

起こし、妙高市としての特産、とにかく一般的には米と酒かという話行っちゃうんだけども、それだけの話じゃな

くて、いろんな課題があると思うんでね、今までの返礼品のそれについて、人気商品何かといったところを掘り下

げていって、もう一歩返礼品の中身の拡大といいますかね、いろんな産業に絡んだというような形が出てくると思

うんで、ぜひそういうところに踏み込みしながらですね、取組を進めていっていただきたいなというふうに思いま

す。どこかにまた掘り出し物あるかもしれないという、この辺のところも希望を持ちながらやっていただきたいと

思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えをいたします。 

   返礼品の掘り起こしにつきましては、今年度よりふるさと納税の推進員を雇用させていただいて、事業所訪問を

実施をしておりますし、今出ていない事業所におきましても連絡を取らせていただく中で事業所訪問を実施をさせ

ていただいております。その中で、制度の概要ですとか、あとメリット等を御説明をさせていただく中で、増えた

返礼品もございますので、そういう部分でまだ出ていない返礼品については掘り起こしをしていければというふう

に思っております。 

〇委員長（天野京子） 歳出に対するそのほか質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   102番、20款１項財政調整基金繰入金。 

   小嶋委員。 

〇小嶋委員（小嶋正彰） 財政調整基金ですが、今回豪雪で相当の取崩しになりました。これは、そのための基金です

ので、当然だというふうに思っておりますけれども、やはりこういった災害対応だとか、いつ来るか分からないと

いう部分あります。適正額についてですね、今34億円ぐらいですかね。ほかの市から比べれば十分、余裕あると言

っちゃなんですけれども、あるというふうに理解しているんですけれども、今後のこういった災害の状況等を勘案

してですね、今現在、適正額というのはどういうふうにお考えか、お聞かせください。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   財政調整基金の適正額の基準というのはございません。それで、総合計画等にお示しをしました財政計画の中で

は、11年末までに30億は残していきたいというような計画になっております。１つの目安とするとその金額だろう

というふうに思っておりますので、５年後になりますが、その金額ある程度残るようにですね、今後も財政計画に

ついては毎年度見直しをすることにしておりますので、その中で適正な額をまた検討していければというふうに思

っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、113番、23款１項合併特例事業（借款債）につきまして。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） お願いします。合併特例債の関係です。その下の２つ、３つ併せて同じなんですけどね、ま

ず合併特例債、新年度では、来年度では約２億9000万円借りる予定になっていますけども、借りられる枠というの

はまだありますか。 
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〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えをいたします。 

   合併特例債につきましては、借りられる期間が今年度、令和６年度までになっておりまして、借りられる額につ

きましては133億7740万円が限度額というふうになっております。今回の予算に盛らせていただいておりますのは、

今まで借りた合併特例債の借換債ということでございますので、新たに合併特例債をどこかに充当して借りるとい

うものでございませんで、民間の金融機関につきましておおむね10年で利率の更新等がございまして、借換えをす

るというのが一つのルールになっておりますので、その部分で前に借りた、平成27年ですかね、に借りたものが10年

たつということで、来年度、残っている元金分について借換えをさせていただくというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 合併特例債は、もう全部、もう使い切りましたよと、133億全部使い切りましたという理解で

よろしいですか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   合併特例債につきましては、今年度の図書館の建設工事に充当して、一応全て使い切るという今予定にしており

ます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） この借換債ですけど、昔は金利が下がっていて、借り換えることによって生じるメリットと

いうのはあったもんですけど、今のこの金利情勢で、具体的にこれはどのような内容になっています。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   民間の金融機関から借りる場合につきましては、当初の買入れ時点で10年後には一応借り換えると、利率の見直

しをするということで決め事がございます。それで、その中で今回、来年度ですかね、10年たつということで借換

えをするわけですけども、具体的なやり方につきましては、今借りている金融機関さんに新たに利率を出していた

だきます。それで、その利率を基にしまして、一旦私どもから全額を償還する、元金を全額償還をして、その元金

と同じ額を新たな利率で借換えをするというやり方でございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 率はどうなります。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） 一般的にはですね、利率は今の利率に見直しになりますので、上がる方向になるというふう

に思っておりますが、借換えにつきましては来年度、一応金融機関さんに見積りといいますかね、を出させていた

だいて、その時点で一応決まってくるというふうな形でございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ほとんど今やっていただきましたんで、なんですが、今葭原委員が言われたようにですね、

私の感覚もいわゆる借換債によって利率の調整、かつてはね、利率の調整の中でもって借換債をやってきたという

認識でいたんですけども、ここのとこでもって借換債をやる意味合いというか、内容はどうなのかって今答弁いた

だいたんですけど、再度聞かせていただけますか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 
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   先ほど申し上げましたとおり、民間の金融機関さんにつきましては、10年後に借換えをするというお約束事で資

金を借り入れます。それはなぜかといいますと、償還期間については物によって違いますけれども、長いものにつ

きますと20年、30年という部分がございまして、住宅ローンであればね、そういうのはいいんでしょうけれども、

この部分につきましては金利の激しい中で低利で貸しているだとか、逆に高利で貸しているというところが金融機

関さんが嫌うという部分もございますので、10年後に一応借換えをするというふうな中身になっております。 

〇委員長（天野京子） そのほか歳入についてございますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち財務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第１１号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号）の当委員会所管事項

についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（西條 保） ただいま議題となりました、議案第11号 令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第15号）

のうち財務課所管事項について御説明申し上げます。 

   歳入ですが、予算書10、11ページを御覧ください。中段の20款１項１目財政調整基金繰入金につきましては、補

正財源として財政調整基金からの繰入れを計上しているものであります。 

   以上、財務課所管事項について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第11号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   議案第11号の当委員会所管事項のうち財務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

〇委員長（天野京子） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了いたしました。 

   これをもちまして総務文教委員会を散会いたします。どうも御苦労さまでした。 

散会  午後 ３時５６分 

 


